
と
い
っ
た
逆
風
が
重
な
り
、

１
９
年
後
半
は
成
長
減
速
が

避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
情
勢

だ
。

　

茂
木
敏
充
経
済
再
生
担
当

相
は
記
者
会
見
で
、
景
気
は

「
内
需
を
中
心
に
緩
や
か
な

回
復
が
続
い
て
い
る
」
と
の

認
識
を
改
め
て
示
し
、
世
界

経
済
の
リ
ス
ク
が
現
実
に
な

れ
ば
「
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
対

策
を
打
つ
」
と
強
調
し
た
。

　

４
〜
６
月
期
は
個
人
消

費
が
前
期
比
０
・
６
％
増
。

３
四
半
期
連
続
の
プ
ラ
ス
と

な
り
、伸
び
率
は
拡
大
し
た
。

連
休
で
旅
行
関
連
の
需
要
が

増
え
た
ほ
か
、
新
モ
デ
ル
が

出
た
自
動
車
や
エ
ア
コ
ン
な

ど
の
販
売
も
好
調
だ
っ
た
。

　

企
業
の
設
備
投
資
は
人
手

不
足
に
対
応
す
る
機
械
導
入

な
ど
が
活
発
で
１
・
５
％
増

だ
っ
た
。
住
宅
投
資
は
０
・

２
％
増
、
公
共
投
資
は
１
８

年
度
第
２
次
補
正
予
算
の
事

に
は
日
本
と
同
水
準
だ
っ
た

米
韓
が
こ
の
１
５
年
ほ
ど
で

倍
増
し
、
大
差
が
つ
い
た
。

大
学
の
研
究
開
発
費
の
伸
び

悩
み
が
反
映
し
た
可
能
性
が

あ
る
。

　

政
府
は
科
学
技
術
立
国
を

掲
げ
研
究
振
興
策
を
打
っ
て

き
た
が
、
基
盤
と
な
る
人
材

消
費
回
復
、
輸
出
は
低
迷

Ｇ
Ｄ
Ｐ
年
１
・
８
％
増

４
〜
６
月
、
３
期
連
続
プ
ラ
ス

の
プ
ラ
ス
成
長
と
な
っ
た
。

中
国
経
済
の
陰
り
で
輸
出
の

低
迷
が
続
い
た
ほ
か
、
計
算

上
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
押
し
下
げ
要

因
と
な
る
輸
入
の
伸
び
も
あ

り
、
成
長
率
は
１
〜
３
月
期

（
年
率
２
・
８
％
増
）
か
ら

鈍
っ
た
。

　

改
元
効
果
は
長
続
き
し
な

い
可
能
性
が
高
い
。
米
中
貿

易
摩
擦
の
激
化
や
最
近
の
円

高
、
１
０
月
の
消
費
税
増
税

　
【
共
同
】
内
閣
府
が
９
日

発
表
し
た
２
０
１
９
年
４
〜

６
月
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
、
季
節
調
整
値
）
速

報
値
は
、
物
価
変
動
を
除

く
実
質
で
前
期
比
０
・
４
％

増
、
こ
の
ペ
ー
ス
が
１
年
間

続
く
と
仮
定
し
た
年
率
換
算

は
１
・
８
％
増
だ
っ
た
。
改

元
や
１
０
連
休
の
効
果
で
レ

ジ
ャ
ー
を
中
心
に
個
人
消
費

が
回
復
し
、
３
四
半
期
連
続

高
齢
化
、
記
憶
の
風
化
懸
念

博
士
、
日
本
だ
け
減
る
傾
向

科
学
立
国
の
足
腰
弱
さ
露
呈

外
国
人
派
遣

で
脱
税
疑
い

２
７
０
０
万
円
、
国
税
告
発

長
崎
原
爆
７
４
年
、
平
和
宣
言

　
【
共
同
】
長
崎
は
９
日
、
被
爆
か
ら
７
４
年
を
迎
え
た
。
長
崎
市
松
山
町
の
平
和
公
園
で
令
和
最
初
の
「
長
崎
原

爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
」が
営
ま
れ
、田
上
富
久
市
長
は
平
和
宣
言
で
、核
廃
絶
の
実
現
へ「
声
を
上
げ
よ
う
」

と
市
民
社
会
に
連
帯
を
促
し
た
。
さ
ら
に
「
日
本
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け
て
い
る
」
と
批
判
。
一
刻
も

早
く
署
名
し
批
准
す
る
よ
う
、
政
府
に
強
く
求
め
た
。

核
廃
絶
実
現
へ
市
民
連
帯
促
す

海
外
慰
霊
、
休
止
の
動
き

禁
止
条
約
批
准
、
政
府
に
要
求 平和宣言を読み上げる長崎市の

田上富久市長＝９日午前、長崎
市の平和公園（共同）

決
意
を
示
し
た
。

　

核
超
大
国
の
米
国
と
ロ
シ

ア
が
核
の
近
代
化
を
推
し
進

め
る
中
、
核
廃
絶
に
向
け
た

人
類
の
努
力
が
次
々
と
破
壊

さ
れ
「
核
兵
器
が
使
わ
れ
る

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
」

と
懸
念
を
表
明
。
核
兵
器
を

大
幅
に
削
減
す
る
具
体
的
道

筋
を
示
す
よ
う
、
両
国
に
要

求
し
た
。
原
発
事
故
か
ら
の

復
興
を
目
指
す
福
島
を
応
援

す
る
姿
勢
も
示
し
た
。

　

語
り
部
活
動
を
続
け
て
き

た
長
崎
市
の
山
脇
佳
朗
さ
ん

（
８
５
）
は
、
被
爆
者
を
代

表
し
て
「
平
和
へ
の
誓
い
」

を
朗
読
。
首
相
に
「
米
国
に

追
従
す
る
こ
と
な
く
、
核
廃

絶
の
毅
然
と
し
た
態
度
を
示

し
て
」
と
迫
っ
た
。

　

首
相
は
式
典
後
の
記
者
会

見
で
、
核
廃
絶
に
向
け
た
世

界
の
取
り
組
み
を
主
導
す
る

（１） ２０１９年第５３０２号  ８月 １０日 （土曜日）

意
欲
を
示
し
た
。
た
だ
、
核

禁
止
条
約
を
「
保
有
国
が
反

対
し
て
い
る
。
国
際
社
会
に

一
層
の
分
断
を
も
た
ら
し
て

い
る
」
と
し
た
。

　

式
典
会
場
に
は
約
５
２
０ 

０
人
が
参
列
。
原
爆
投
下
時

育
成
の
弱
さ
が
露
呈
し
た
格

好
だ
。
同
研
究
所
の
伊
神
正

貫
室
長
は
「
博
士
号
を
生
か

せ
る
就
職
先
を
見
つ
け
に
く

く
、
進
学
者
が
減
っ
た
」
と

背
景
を
推
測
。
専
門
知
識
を

持
つ
人
材
の
雇
用
促
進
や
、

研
究
に
専
念
で
き
る
よ
う
な

資
金
支
援
が
課
題
と
な
る
。

　
【
共
同
】
米
国
や
英
国
、

韓
国
な
ど
研
究
開
発
費
が
多

い
７
カ
国
の
う
ち
、
日
本
だ

け
が
人
口
当
た
り
の
博
士
号

取
得
者
数
が
減
る
傾
向
に
あ

る
と
の
調
査
結
果
を
、
文
部

科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政

策
研
究
所
が
９
日
、
発
表
し

た
。
特
に
、
２
０
０
０
年
度

　

１
年
間
に
新
た
に
博
士
に

な
っ
た
人
の
数
は
、
日
本
は

０
０
年
度
に
人
口
１
０
０
万

人
当
た
り
１
２
７
人
だ
っ
た

が
、
１
６
年
度
に
は
１
１
８

人
に
減
少
。
一
方
、
米
国
は

１
４
１
人
が
１
５
年
度
に

２
５
８
人
、
韓
国
は
１
３
１

人
が
１
７
年
度
に
２
７
８
人

と
増
え
た
。

　

大
学
よ
り
格
段
に
研
究
活

動
の
規
模
が
大
き
い
日
本
の

企
業
部
門
で
は
、
博
士
の
活

用
が
進
ん
で
い
な
い
。
企
業

研
究
者
の
中
で
博
士
が
５
％

を
超
え
る
産
業
は
医
薬
品
製

造
業
な
ど
一
部
。
だ
が
米
国

で
は
、
ど
の
主
要
産
業
で
も

５
％
を
超
え
て
い
る
。

　

実
験
な
ど
実
際
に
手
を
動

か
す
若
手
育
成
の
停
滞
は
、

研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論
文

の
数
や
質
に
も
悪
影
響
を
与

え
た
よ
う
だ
。
日
本
の
理
系

の
論
文
数
は
０
０
年
代
半
ば

ま
で
米
国
に
次
ぐ
２
位
だ
っ

た
が
、
１
０
年
代
に
は
４
位

に
後
退
。
特
に
注
目
さ
れ
た

論
文
の
数
に
限
る
と
、
０
０

年
代
半
ば
の
４
位
か
ら
９
位

に
急
落
し
た
。
一
方
で
中
国

が
躍
進
し
、
１
０
年
代
は
２

位
に
。
韓
国
も
０
０
年
代
以

降
に
順
位
を
上
げ
、
１
５
位

以
内
に
食
い
込
ん
で
い
る
。

業
が
進
み
、
１
・
０
％
増
と

な
っ
た
。

　

一
方
、
輸
出
は
中
国
を
中

心
と
し
た
ア
ジ
ア
向
け
の
半

導
体
製
造
装
置
や
電
子
部

品
が
振
る
わ
ず
０
・
１
％
減

だ
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス
は
２
四

半
期
連
続
。
暖
冬
で
原
油
や

天
然
ガ
ス
の
購
入
量
が
減
っ

た
前
期
の
反
動
が
表
れ
、
輸

入
は
１
・
６
％
増
と
２
四
半

期
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
。

　

前
期
比
０
・
４
％
増
だ
っ

た
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
全
体
の
う

ち
、
消
費
に
支
え
ら
れ
て
内

需
が
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
の
プ

ラ
ス
に
寄
与
。
輸
出
か
ら

刻
の
午
前
１
１
時
２
分
、
黙

と
う
を
さ
さ
げ
た
。
核
保
有

国
を
含
む
６
６
カ
国
の
ほ

か
、
国
連
や
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
の
代
表
者
ら
も
出
席
し

た
。

　

長
崎
市
が
７
月
末
ま
で
の

１
年
間
で
新
た
に
死
亡
を
確

認
し
た
被
爆
者
数
は
、
国

が
定
め
る
地
域
外
で
原
爆
に

遭
っ
た
「
被
爆
体
験
者
」
を

含
め
、
計
３
４
０
２
人
。
原

爆
死
没
者
名
簿
へ
の
記
載
総

数
は
、
計
１
８
万
２
６
０
１

人
と
な
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
つ
人

の
数
は
、
３
月
末
時
点
で

１
４
万
５
８
４
４
人
。
平
均

年
齢
は
８
２
・６
５
歳
。

　
【
共
同
】
外
国
人
労
働
者

の
派
遣
事
業
の
売
り
上
げ

を
申
告
せ
ず
、
消
費
税
約

２
７
０
０
万
円
を
脱
税
し
た

と
し
て
、
名
古
屋
国
税
局
が

　
【
マ
ニ
ラ
共
同
＝
岩
橋
拓

郎
】
太
平
洋
戦
争
の
際
、
海

外
で
亡
く
な
っ
た
戦
没
者
の

団
体
慰
霊
を
休
止
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。
遺
族
の

高
齢
化
が
理
由
で
、
米
自
治

領
サ
イ
パ
ン
島
と
テ
ニ
ア
ン

島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
ミ
ン

ダ
ナ
オ
島
ダ
バ
オ
へ
の
慰
霊

の
旅
を
今
年
で
最
後
に
し
た

団
体
も
あ
る
。
主
催
者
か
ら

は
記
憶
の
風
化
を
懸
念
す
る

声
が
聞
か
れ
る
。

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
海

外
戦
没
者
は
計
２
４
０
万
人

で
、
う
ち
サ
イ
パ
ン
島
な
ど

中
部
太
平
洋
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
合
わ
せ
７
６
万
５
千
人
が

亡
く
な
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

は
５
１
万
８
千
人
、
サ
イ
パ

ン
島
は
５
万
５
３
０
０
人
、

テ
ニ
ア
ン
島
は
１
万
５
５
０ 

０
人
に
上
る
。

　

両
島
な
ど
か
ら
沖
縄
に
引

き
揚
げ
た
人
で
つ
く
る
「
南

洋
群
島
帰
還
者
会
」
は
１
９ 

６
８
年
に
サ
イ
パ
ン
島
で
最

初
の
慰
霊
祭
を
実
施
。
７
８

年
以
降
は
テ
ニ
ア
ン
島
も
訪

問
し
て
い
る
。
７
０
年
代
は

５
０
０
〜
６
０
０
人
が
参
加

し
た
年
も
あ
っ
た
が
、
近
年

は
数
十
人
に
と
ど
ま
り
、
今

月
下
旬
の
５
０
回
目
の
慰
霊

祭
を
最
後
に
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　

サ
イ
パ
ン
島
で
生
ま
れ

育
っ
た
那
覇
市
の
上
運
天
賢

盛
会
長
（
８
７
）
は
戦
争
で

父
や
兄
、
姉
ら
を
失
っ
た
。

「
最
後
に
な
る
の
は
残
念
。

若
い
世
代
が
参
加
し
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
が
、
仕
事
も

あ
っ
て
難
し
い
の
だ
ろ
う
」

と
力
な
く
話
し
た
。

改
め
て
鮮
明
と
な
っ
た
。

　

平
和
宣
言
で
田
上
氏
は
、

１
７
歳
の
時
に
長
崎
で
被

爆
し
た
山
口
カ
ズ
子
さ
ん

（
９
１
）
の
詩
を
冒
頭
で
紹

介
。「
核
が
も
た
ら
す
生
き

地
獄
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
被
爆
者
の
思

い
を
代
弁
し
、
長
崎
を
最
後

の
被
爆
地
に
す
る
と
の
強
い

　

安
倍
晋
三
首
相
は
あ
い
さ

つ
で
、
核
な
き
世
界
実
現

へ
の
努
力
を
続
け
る
こ
と

は
「
わ
が
国
の
使
命
」
と
述

べ
た
。
た
だ
、
核
禁
止
条
約

に
は
触
れ
な
か
っ
た
。
広
島

市
の
松
井
一
実
市
長
も
、
６

日
の
宣
言
で
田
上
氏
と
同
様

の
条
約
参
加
要
求
を
し
て
お

り
、
被
爆
地
と
の
隔
た
り
が

輸
入
を
差
し
引
い
た
外
需
は

０
・
３
ポ
イ
ン
ト
押
し
下
げ

る
方
向
に
働
い
た
。

　

景
気
実
感
に
近
い
と
さ
れ

る
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
期
比

０
・
４
％
増
、
年
率
換
算
で

１
・７
％
増
だ
っ
た
。

　

茂
木
氏
は
増
税
に
関
連
し

「
こ
れ
ま
で
に
大
き
な
駆
け

込
み
需
要
は
み
ら
れ
て
い
な

い
」
と
指
摘
し
た
。
９
月
に

か
け
て
消
費
は
勢
い
づ
く
可

能
性
が
あ
る
半
面
、
消
費
者

心
理
を
表
す
指
標
は
悪
化
し

て
お
り
、
次
第
に
節
約
志
向

が
強
ま
る
恐
れ
も
あ
る
。

消
費
税
法
違
反
の
疑
い
で
、

愛
知
県
豊
田
市
、
人
材
派
遣

業
粟
谷
毅
氏
（
５
８
）
を
名

古
屋
地
検
に
告
発
し
た
こ
と

が
８
日
、
関
係
者
へ
の
取
材

で
分
か
っ
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
粟
谷

氏
は
外
国
人
労
働
者
を
金
属

加
工
場
に
派
遣
す
る
事
業

を
個
人
で
経
営
。
２
０
１
５

〜
１
７
年
の
３
年
間
、
帳

簿
を
作
成
せ
ず
、
派
遣
先

な
ど
か
ら
受
け
取
っ
た
派
遣

料
な
ど
の
売
り
上
げ
計
約

３
億
４
千
万
円
を
、
他
人
名

義
の
口
座
に
振
り
込
む
手
口

で
隠
し
、
消
費
税
を
納
め
な

か
っ
た
疑
い
が
持
た
れ
て
い

る
。



議
会
か
ら
は
看
板
法
案
に
修
正

領
収
書
、
歯
医
者
の
領
収
書

を
か
き
集
め
る
。
低
所
得
者

は
も
と
も
と
無
料
の
医
療
機

関
し
か
使
わ
な
い
か
ら
、
所

得
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
。

現
在
の
シ
ス
テ
ム
は
所
得
再

配
分
の
観
点
か
ら
見
て
不
十

分
だ
。
医
療
、
教
育
の
所
得

控
除
を
な
く
し
、
所
得
税
率

を
全
体
的
に
下
げ
た
方
が
良

い
」
と
語
っ
た
。

　

経
済
省
に
よ
る
と
、
医

療
費
と
し
て
所
得
控
除
が
認

め
ら
れ
た
総
額
は
、
最
新

２
０
１
７
年
の
デ
ー
タ
で
、

１
５
０
億
レ
ア
ル
に
上
る
。

　
シ
ン
ト
ラ
長
官
は
、「
所
得

税
率
表
（
タ
ベ
ー
ラ
）
の
改

定
は
、
イ
ン
フ
レ
の
進
行
と

共
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
ペ
ー
ス
は
と
て
も
遅
い
」
と

し
て
い
る
。

　

現
在
、
月
収
が
１
９
０
３

・
９
８
レ
以
下
の
労
働
者
は

所
得
税
が
免
除
さ
れ
る
。
イ

ン
フ
レ
調
整
の
た
め
、
一
般

労
働
者
の
賃
金
は
額
面
上
は

毎
年
数
％
上
昇
す
る
も
の
の
、

所
得
税
免
税
の
ラ
イ
ン
は
イ

　
６
月
９
日
に
は
じ
ま
っ
た
「
ヴ
ァ
ザ
・
ジ
ャ
ッ
ト
」
報
道
で
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
担
当
判
事
時
代
の
疑
惑
が
立
て
続
け
に
報
道
さ
れ
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
て

い
る
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
が
、
現
在
、
司
法
、
立
法
、
行
政
の
三
権
の
全
て
か

ら
孤
立
し
た
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
、
９
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
は
休
会
前
に
も
、

２
審
判
決
後
の
刑
執
行
の
条

項
を
却
下
し
て
い
る
。
下
議

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
修
正
作
業

は
来
週
も
続
く
見
込
み
だ
。

　

そ
こ
に
加
え
て
、
７
日
、

モ
ロ
氏
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
か
ら
「
現
在
は
社
会
保
障

制
度
改
革
な
ど
の
経
済
関
連

法
案
を
優
先
し
た
い
の
で
、

犯
罪
防
止
法
案
の
審
議
は
辛

抱
し
て
く
れ
」
と
告
げ
ら
れ

た
。
大
統
領
か
ら
は
さ
ら
に
、

「
判
事
の
時
は
ペ
ン
を
持
て
ば

（
判
決
文
に
サ
イ
ン
す
れ
ば
）

そ
れ
で
終
わ
り
だ
が
、
大
臣

は
そ
う
は
行
か
な
い
」
と
も

言
わ
れ
た
。

　

こ
の
発
言
は
モ
ロ
氏
や
同

氏
側
近
に
驚
き
を
持
っ
て
迎

え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
が
モ
ロ
氏
を
「
国
の

英
雄
」
と
し
て
、
従
来
以
上

の
権
限
を
与
え
る
形
で
法
相

に
迎
え
た
こ
と
、ま
た
、「
ヴ
ァ

ザ
・
ジ
ャ
ッ
ト
」
以
降
も
大

統
領
が
モ
ロ
氏
を
か
ば
い
続

け
て
い
た
た
め
だ
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
は
、
モ
ロ
氏
が
ハ
ッ

カ
ー
が
つ
か
ん
だ
証
拠
の
消

　

１
１
日
は
父
の
日
で
、
伯

国
で
は
服
役
中
の
犯
罪
者
の

一
部
に
外
泊
許
可
が
出
る
。

だ
が
、
こ
の
制
度
が
何
か
と

物
議
を
醸
し
や
す
い
。
今

年
の
場
合
は
、
ア
レ
ッ
シ
ャ

ン
ド
レ
・
ナ
ル
ド
ー
ニ
受
刑

囚
（
４
１
）
に
外
泊
許
可

が
出
て
、
話
題
と
な
っ
て
い

去
を
命
じ
た
と
き
に
不
快
感

を
示
し
て
い
た
と
い
う
。
実

際
、
大
統
領
は
そ
の
直
後
、

モ
ロ
氏
に
対
し
て
反
対
意
見

を
表
明
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は

先
日
来
、
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス

経
済
相
に
金
融
活
動
管
理
審

議
会
（
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
）
の
ロ
ベ

ル
ト
・
レ
オ
ネ
ル
議
長
の
解

任
を
求
め
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
Ａ

Ｆ
は
５
月
に
連
邦
議
会
の
反

対
で
経
済
省
傘
下
に
移
さ
れ

る
ま
で
法
省
傘
下
で
モ
ロ
氏

が
強
い
思
い
入
れ
を
も
っ
て
い

た
機
関
で
、
レ
オ
ネ
ル
氏
も

モ
ロ
氏
が
国
税
庁
か
ら
引
き

抜
い
て
き
た
。
だ
が
、
大
統

領
長
男
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の

弁
護
士
か
ら
の
要
請
で
、
ジ

最
高
裁
か
ら
は
２
件
で
敗
退

ン
フ
レ
ペ
ー
ス
で
は
上
が
っ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
多
く

の
人
が
毎
年
、
免
税
ラ
イ
ン

を
超
え
、
課
税
さ
れ
る
側
に

回
る
と
い
う
、
実
質
増
税
の

状
況
が
続
い
て
い
た
。
政
府

は
今
後
は
タ
ベ
ー
ラ
を
イ
ン

フ
レ
に
合
わ
せ
て
改
定
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

法
人
税
に
関
し
て
も
、
仕

組
み
を
簡
素
化
し
て
、
減
税

す
る
意
向
だ
。

　
シ
ン
ト
ラ
長
官
は
、「
労
働

市
場
は
変
化
し
て
お
り
、
企

の
最
高
所
得
税
率
引
き
下
げ

の
埋
め
合
わ
せ
と
し
て
行
わ

れ
る
。

　
こ
う
し
た
税
制
改
革
案
の

試
案
は
、
８
日
に
聖
市
で
行

わ
れ
た
Ｂ
Ｔ
Ｇ
パ
ク
チ
ュ
ア

ル
銀
行
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
の

場
で
、
マ
ル
コ
ス
・
シ
ン
ト
ラ

国
税
庁
長
官
と
ゲ
デ
ス
経
済

相
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
た
。

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
は
「
今
は

所
得
税
申
告
期
に
な
る
と
、

み
ん
な
が
こ
ぞ
っ
て
病
院
の

　

パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相

が
来
週
に
も
提
出
す
る
予
定

の
税
制
改
革
法
案
は
、
所
得

税
・
法
人
税
改
革
、
小
切
手

税
（
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｆ
）
復
活
、
消

費
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
際

の
諸
税
の
一
元
化
の
３
項
目

が
中
心
と
な
る
模
様
だ
と
、

９
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
て

い
る
。

　

ま
た
、
所
得
再
配
分
の
観

点
か
ら
効
果
的
で
な
い
と
し

て
、
医
療
費
、
教
育
費
を
所

得
控
除
の
対
象
か
ら
外
す
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
。
こ
の

措
置
は
、
現
在
２
７
・
５
％

医
療
費
を
控
除
か
ら
除
外
？

７
月
の
伐
採
面
積
は
３
・
８
倍

小
切
手
税
復
活
に
理
解
求
め
る

業
が
払
う
給
与
所
得
だ
け
を

課
税
の
根
拠
、
課
税
額
決
定

要
素
と
す
る
こ
と
に
は
無
理

が
生
じ
て
い
る
。
将
来
的
に

社
会
保
障
費
を
支
え
き
れ
な

い
」
と
語
り
、
現
在
は
非
課

税
の
株
式
配
当
金
へ
の
課
税

や
Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｆ
の
復
活
に
理
解

を
求
め
た
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｍ
Ｆ
は
１
９
９
７
年

か
ら
２
０
０
７
年
ま
で
課
さ

れ
て
お
り
、
預
金
の
振
込
み

や
現
金
引
き
出
し
な
ど
、
全

て
の
動
き
に
税
金
が
か
か
っ
て

い
た
。
撤
廃
時
の
課
税
率
は

０
・３
８
％
だ
っ
た
。

　

ま
た
、社
会
統
合
基
金（
Ｐ

Ｉ
Ｓ
）、
社
会
保
険
融
資
納

付
金
（
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
）、
工

業
製
品
税
（
Ｉ
Ｐ
Ｉ
）、
金

融
取
引
税
（
Ｉ
Ｏ
Ｆ
）
の
一

部
を
廃
止
し
、
連
邦
付
加
価

値
税
（
Ｉ
Ｖ
Ａ
）
に
一
元
化

す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い

る
。

容
を
破
棄
し
ろ
」
と
命
令
し

た
こ
と
で
反
発
を
招
き
、
５

日
に
最
高
裁
が
ハ
ッ
キ
ン
グ

内
容
の
コ
ピ
ー
の
提
出
を
命

じ
た
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

７
日
に
同
法
相
の
傘
下
に
あ

る
連
邦
警
察
が
ル
ー
ラ
元
大

統
領
の
収
監
先
の
移
動
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
最
高
裁
が
投

票
結
果
１
０
対
１
で
却
下
し

た
こ
と
だ
。

　

ま
た
、
立
法
で
は
６
日
、

同
法
相
が
就
任
時
か
ら
目
玉

に
し
て
き
た
「
犯
罪
防
止
法

案
」
を
検
討
し
て
い
る
下
議

グ
ル
ー
プ
が
、「
検
察
、
被

告
、判
事
間
の
司
法
取
引
（
プ

リ
ー
・
バ
ー
ゲ
ン
）」
の
条
項

を
取
り
除
い
た
。
プ
リ
ー
・

バ
ー
ゲ
ン
は
、
ラ
ヴ
ァ・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
な
ど
で
使
わ
れ
た
司

法
取
引
（
報
奨
付
供
述
）
と

違
い
、
共
犯
者
ら
の
名
前
を

あ
げ
る
必
要
は
な
く
、
自
分

自
身
の
罪
を
告
白
す
れ
ば
裁

判
も
終
っ
て
し
ま
う
。
下
議

パウロ・ゲデス経済相
（Wilson Dias/Ag. Brasil）

８日のモロ法相（José Cruz/Agência Brasil）

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
の
態
度
に
変
化
も

法定アマゾン

ア
ス
・
ト
フ
ォ
リ
最
高
裁
長

官
が
司
法
の
許
可
を
得
る
前

に
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
の
情
報
を
使
っ

て
は
じ
め
た
捜
査
の
中
止
を

命
じ
た
後
、
こ
の
判
断
を
批

判
し
て
い
た
。

る
。
ナ
ル
ド
ー
ニ
受
刑
囚

は
２
０
０
８
年
、
離
婚
後

も
、
週
末
に
は
会
う
こ
と
の

で
き
た
前
妻
と
の
娘
イ
ザ
ベ

ラ
ち
ゃ
ん
（
当
時
５
歳
）
を

殺
害
し
た
上
、
再
婚
相
手
と

共
謀
し
、
侵
入
者
に
襲
わ
れ
、

イ
ザ
ベ
ラ
ち
ゃ
ん
が
窓
か
ら

投
げ
出
さ
れ
た
か
の
よ
う
に

偽
装
ま
で
行
っ
て
い
た
こ
と
も

判
明
し
、
全
国
民
に
シ
ョッ
ク

を
与
え
た
。
そ
の
よ
う
な
人

物
も
、
よ
り
に
よ
っ
て
「
父

の
日
」
の
特
別
許
可
が
出
る

の
は
皮
肉
だ
が
、
罪
を
償
え

る
日
は
や
っ
て
来
る
の
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

８
日
付
ア
ゴ
ラ
紙
に
よ
る

と
、
聖
州
海
岸
部
の
サ
ン
ト

ス
市
で
、
鳩
の
糞
か
ら
派
生

し
た
と
思
し
き
病
で
最
近
２

人
の
男
性
が
死
亡
し
た
と
い

う
。
こ
の
２
人
は
共
に
頑
固

な
頭
痛
や
め
ま
い
、
息
苦
し

さ
な
ど
を
訴
え
、
４
カ
月
間

入
院
。
頭
痛
は
激
化
し
、
発

作
も
起
き
た
。
一
人
は
手
足

や
舌
に
ふ
る
え
な
ど
も
出
て

い
た
と
い
う
。
こ
の
病
気
は

ク
リ
プ
ト
コ
ッ
ク
ス
症
と
呼

ば
れ
、
鳩
の
糞
や
木
の
幹
な

ど
に
生
じ
た
酵
母
状
の
菌
が

吸
引
や
傷
口
か
ら
入
っ
て
起

こ
る
と
い
う
。
鳩
の
糞
は
公

共
の
場
所
で
も
よ
く
見
か
け

る
が
、「
た
か
が
糞
」
な
ど
と

油
断
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
は
サ
ッ
カ
ー
全
国

選
手
権
の
第
１
４
節
。
注
目

カ
ー
ド
は
今
日
、
聖
市
モ
ル

ン
ビ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
伝

統
カ
ー
ド
、
俗
に
「
サ
ン
サ

ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
サ
ン
パ

ウ
ロ
対
サ
ン
ト
ス
戦
だ
。
元

チ
リ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表

を
率
い
た
サ
ン
パ
オ
リ
監
督

の
下
で
首
位
を
走
る
サ
ン
ト

ス
に
、
若
手
中
心
に
切
り
替

え
、
こ
ち
ら
も
好
調
の
サ
ン

パ
ウ
ロ
が
ど
う
迎
え
撃
つ
か
。

楽
し
み
な
一
戦
だ
。

　

伯
国
外
務
省
は
９
日
、ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｌ
）
の
三
男
で
下
院
議
員
の

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
が
駐
米
伯
国
大
使
に
な
る

こ
と
に
、
米
国
政
府
と
し
て

は
問
題
な
い
と
の
返
答
を
米

国
か
ら
得
た
と
発
表
し
た
。

同
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ

て
い
る
。

　
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
の
大
使

就
任
に
は
、
ま
だ
、
伯
国
上

院
議
会
の
承
認
が
必
要
だ
。

　

こ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
９
日
、

「（
米
国
政
府
の
承
認
を
受

け
て
）
と
て
も
幸
せ
だ
。
息

子
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
が
大
使

に
就
く
こ
と
で
、
伯
米
両
国

の
友
好
関
係
、
通
商
関
係
が

よ
り
強
化
さ
れ
る
と
確
信
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
ド

ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
か
ら
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏

の
大
使
就
任
を
歓
迎
す
る
と

の
内
容
の
直
筆
書
簡
を
受
け

取
っ
た
こ
と
も
明
か
し
た
。

　

同
じ
日
に
、
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
氏
と
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ア
ラ

ウ
ー
ジ
ョ
外
相
の
会
談
も
行

わ
れ
た
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏

は
会
談
後
、「
米
国
か
ら
大

使
就
任
に
向
け
た
青
信
号
が

も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
か
ら
私
へ

の
直
接
の
信
頼
の
表
明
で
あ

り
、
誇
ら
し
く
思
う
。
伯
人

と
米
国
人
の
安
全
、
繁
栄
、

幸
福
を
促
進
す
る
た
め
に
両

国
の
戦
略
的
関
係
を
深
め
て

い
き
た
い
。
し
か
し
、
最
終

的
に
自
分
の
大
使
就
任
の
是

非
を
決
め
る
の
は
伯
国
上
院

議
会
だ
。
も
し
承
認
さ
れ
た

ら
職
務
に
身
を
捧
げ
る
こ
と

を
約
束
す
る
。
職
務
の
成
功

は
、
議
会
、
関
係
省
庁
、
米

国
内
の
伯
人
社
会
と
の
対
話

と
協
力
次
第
で
あ
る
こ
と
も

認
識
し
て
い
る
」
と
の
声
明

を
発
表
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
国
立
宇
宙

研
究
所
（
Ｉ
ｎ
ｐ
ｅ
）
が
衛

星
写
真
を
使
っ
て
解
析
し
た

資
料
に
よ
る
と
、
７
月
の
法

定
ア
マ
ゾ
ン
の
森
林
伐
採
面

積
は
２
２
５
４
・
８
平
方
キ

ロ
で
、
昨
年
同
月
の
約
３
・

８
倍
（
２
７
８
％
増
）
だ
っ

た
。
だ
が
、
リ
カ
ル
ド
・
サ

レ
ス
環
境
相
は
「
扇
情
的
な

解
釈
」
と
の
見
解
を
明
ら
か

に
し
た
と
７
〜
９
日
付
伯
字

紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

Ｄ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
と
呼
ば
れ
る

伐
採
監
視
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー

タ
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
国

立
再
生
可
能
天
然
資
源
・
環

境
院
（
Ｉ
ｂ
ａ
ｍ
ａ
）
に
送

ら
れ
、
同
院
職
員
が
、
違
法

伐
採
の
摘
発
な
ど
を
行
う
際

の
資
料
と
さ
れ
る
。
Ｄ
ｅ
ｔ

ｅ
ｒ
の
デ
ー
タ
は
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ

ａ
Ｂ
ｒ
ａ
ｓ
ｉ
ｌ
ｉ
ｓ
と
い

う
名
前
の
Ｗ
ｅ
ｂ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
公
開
さ
れ
て
お

り
、
国
際
的
な
研
究
機
関
も

利
用
し
て
い
る
。

　

環
境
省
が
採
用
す
る
森
林

伐
採
の
正
式
デ
ー
タ
は
Ｐ
ｒ

ｏ
ｄ
ｅ
ｓ
と
呼
ば
れ
る
シ
ス

テ
ム
の
も
の
で
、
Ｄ
ｅ
ｔ
ｅ

ｒ
は
あ
く
ま
で
も
警
告
用
だ

が
、
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｅ
ｓ
の
デ
ー

タ
よ
り
詳
細
だ
。
ま
た
、
Ｉ

ｎ
ｐ
ｅ
の
解
析
力
は
米
国
航

空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
な

ど
も
一
目
置
い
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
６
月

の
伐
採
面
積
が
９
３
１
・
６

平
方
キ
ロ
で
昨
年
同
月

比
８
８
％
増
、
７
月
は

２
７
８
％
増
と
い
う
警
告
は

日
々
の
研
究
の
積
み
重
ね
で
、

デ
ー
タ
改
ざ
ん
の
可
能
性
は

薄
い
。

　

だ
が
、
サ
レ
ス
環
境
相
は

６
月
の
デ
ー
タ
に
関
し
、
そ

れ
以
前
に
伐
採
さ
れ
た
も
の

も
含
ん
で
お
り
、
６
月
の
実

績
が
過
剰
報
告
さ
れ
た
と
の

見
解
も
表
明
し
て
い
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
も
、

Ｉ
ｎ
ｐ
ｅ
の
デ
ー
タ
は
偽
り

で
、
政
府
機
関
で
あ
り
な
が

ら
非
政
府
団
体
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
と
批
判
。
反

論
し
た
Ｉ
ｎ
ｐ
ｅ
の
所
長
を

２
日
に
解
任
さ
せ
た
。

　

大
統
領
は
「
元
所
長
が
偽

の
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
伯
国

の
印
象
を
悪
く
し
た
」
と
批

判
し
、「
新
し
い
所
長
は
公
表

前
の
デ
ー
タ
を
私
に
見
せ
る

べ
き
だ
」と
し
て
い
る
。
ま
た
、

環
境
相
も
、
Ｉ
ｎ
ｐ
ｅ
の
元

所
長
は
「
火
に
油
を
注
い
だ

か
ら
解
任
さ
れ
た
」
と
表
現

し
て
い
る
。

　

だ
が
、
世
界
中
に
公
開
さ

れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
見

せ
な
か
っ
た
と
の
批
判

は
的
外
れ
だ
し
、
環
境

保
護
区
で
さ
え
伐
採
が

起
き
て
い
る
事
や
、
約

９
０
日
間
で
１
５
０
万

本
の
木
が
伐
採
さ
れ
た

事
な
ど
を
指
摘
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
他
の
団

体
か
ら
も
発
せ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
世
界
的

　

９
日
午
前
、
リ
オ
市
で
、

銃
の
流
れ
弾
が
当
た
っ
て
、

バ
ス
停
に
い
た
１
８
歳
の
男

子
生
徒
が
亡
く
な
っ
た
。
９

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

現
場
は
リ
オ
北
部
の
チ

ジ
ュ
ッ
カ
区
で
、
亡
く
な
っ

た
の
は
１
８
歳
の
高
校
３
年

生
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ペ
レ
イ

ラ
・
ア
ウ
ヴ
ェ
ス
さ
ん
だ
。

　

事
件
が
起
こ
っ
た
の
は
こ

の
日
の
午
前
７
時
２
０
分
頃

で
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
さ
ん
は
バ

ス
停
で
女
性
の
友
人
と
学
校

ま
で
の
バ
ス
が
到
着
す
る
の

を
待
っ
て
い
た
。

　

そ
の
友
人
は
近
く
に
あ
る

モ
ロ
・
デ
・
ボ
レ
ル
（
ボ
レ

ル
の
丘
）
で
銃
撃
戦
が
行
わ

れ
て
い
る
の
を
耳
に
し
て
、

危
険
だ
か
ら
か
が
む
よ
う
、

バ
ス
停
に
い
た
人
に
注
意
を

促
し
た
と
い
う
。だ
が
、ち
ょ

う
ど
そ
の
と
き
、
ガ
ブ
リ
エ

ル
さ
ん
は
胸
に
銃
弾
を
受

け
、
胸
に
手
を
当
て
た
ま
ま

倒
れ
た
と
い
う
。

　

ガ
ブ
リ
エ
ル
さ
ん
は
近
く

の
病
院
に
運
ば
れ
た
が
、
到

着
し
た
頃
に
は
す
で
に
息
を

引
き
取
っ
て
い
た
。

　

こ
の
銃
撃
戦
は
警
察
が
絡

ん
だ
も
の
と
判
明
。
ガ
ブ
リ

エ
ル
さ
ん
の
一
家
を
知
っ
て

い
る
リ
オ
州
議
の
モ
ニ
カ
・

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
氏
は
、「
な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
時
間
に
捜

査
を
行
う
の
か
」
と
疑
問
を

呈
し
た
。
近
隣
住
民
も
不
満

の
意
を
示
し
、
昼
前
に
コ
ン

デ
・
デ
・
ボ
ン
フ
ィ
ン
通
り

の
二
車
線
を
通
行
止
め
に
す

る
な
ど
し
て
、
抗
議
の
意
を

表
明
し
た
。

　

ガ
ブ
リ
エ
ル
さ
ん
の
父
親

は
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
日
が
誕

生
日
だ
っ
た
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

8月9日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.9385  R$
買　3.9378  R$

円相場
売　0.0373  R$
買　0.0373  R$

三権全てから四面楚歌に
　
「
ヴ
ァ
ザ
・
ジ
ャ
ッ
ト
」
で

の
報
道
開
始
以
降
、
辞
任
に

こ
そ
追
い
込
ま
れ
て
は
い
な

い
が
、
モ
ロ
法
相
の
立
場
は
、

８
月
に
な
っ
て
さ
ら
に
苦
し

く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
司
法
で
は
二
つ
の

点
で
、
最
高
裁
か
ら
モ
ロ
氏

に
不
利
な
判
断
が
あ
っ
た
。

ひ
と
つ
は
同
法
相
が
７
月

に
「
ヴ
ァ
ザ
・
ジ
ャ
ッ
ト
」
の

元
と
な
っ
た
と
思
し
き
、
自

身
の
携
帯
電
話
の
内
容
も
含

む
ハ
ッ
カ
ー
の
情
報
を
「
内

男
子
高
校
生
が
流
れ
弾
で
死
亡

学
校
へ
の
バ
ス
を
待
つ
時
間
に

「
扇
情
的
な
解
釈
」
と
環
境
相

モロ法相
ゲデス経済相

税
制
改
革
３
本
柱
を
公
表

（２）２０１９年 第５３０２号 ８月 １０日 （土曜日）

リ オ

米
国
は
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
を
歓
迎

「
職
務
へ
の
献
身
を
誓
う
」と
声
明

米国大使問題

に
知
ら
れ
た
科
学
者
で
あ
る

元
所
長
の
解
任
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
の
理
事
か
ら
も
「
由
々
し

き
事
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

Ｉｂａｍａが６月に摘発したマット・グ
ロッソ州での違法伐採の現場の上空
写真（Mayke Toscano/Gcom-）



　

４
月が

つ

１
０
日か

、
東と

う

京き
ょ
うの

国こ
く

立り
つ

劇げ
き

場じ
ょ
うで

開ひ
ら

か
れ
た
「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

御ご

即そ
く

位い

三さ
ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

奉ほ
う

祝し
ゅ
く

感か
ん

謝し
ゃ

の
集つ

ど

い
」
で
、
安あ

倍べ

首し
ゅ

相し
ょ
う、

北き
た

野の

武た
け
し

氏し

、
京

き
ょ
う

大だ
い

・
山や

ま

中な
か

伸し
ん

弥や

教き
ょ
う

授じ
ゅ

に
交ま

じ
っ
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
や
っ
て
き
た
日に

っ

系け
い

５
世せ

い

の
高こ

う

校こ
う

生せ
い

・
宮み

や

崎ざ
き

真ま

優ゆ

さ
ん
が
、

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

１
８
０
０
人に

ん

を
前ま

え

に
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。
原げ

ん

稿こ
う

も
持も

た
ず
完か

ん

璧ぺ
き

な
日に

本ほ
ん

語ご

で
、
真ま

優ゆ

さ
ん
は
両

り
ょ
う

陛へ
い

下か

に
お
会あ

い
し

た
時と

き

の
感か

ん

激げ
き

を
語か

た

っ
た
。［
１
］

　
皇こ

う

后ご
う

陛へ
い

下か

は
私わ

た
しに
「
日に

本ほ
ん

語ご

は
大た

い

変へ
ん

で
す
か
？ 

ポ
ル
ト
ガ

ル
語ご

も
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
う
れ
し
く
思お

も

い
ま
す
。

日に

本ほ
ん

語ご

は
漢か

ん

字じ

も
言こ

と

葉ば

も
難む

ず
かし
い
で
す
け
れ
ど
、
が
ん
ば
っ
て

下く
だ

さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
次つ

ぎ

に
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

が
「
夢ゆ

め

が

叶か
な

う
よ
う
応お

う

援え
ん

し
て
い
ま
す
。
お
医い

者し
ゃ

さ
ん
に
な
る
ん
で
し
ょ

う
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。・
・
・

　
日に

本ほ
ん

語ご

っ
て
と
っ
て
も
難む

ず
かし
い
で
す
ね
。
き
び
し
い
先せ

ん

生せ
い

の
お

叱し
か

り
を
受う

け
、「
日に

本ほ
ん

語ご

は
い
や
だ
。」
と
思お

も

う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
で
も
両

り
ょ
う

親し
ん

は
日に

本ほ
ん

語ご

を
絶ぜ

っ

対た
い

に
止や

め
さ
せ
て
く
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
最さ

い

近き
ん

、
私わ

た
しは
日に

本ほ
ん

語ご

の
深ふ

か

さ
と
美う

つ
くし
さ

に
気き

付づ

き
初は

じ

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。［
２
］

　

真ま

優ゆ

さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
公こ

う

学が
っ

校こ
う

「
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

」
で
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

ん
だ
。「
日に

本ほ
ん

語ご

の
深ふ

か

さ
と
美う

つ
く

し
さ
」
を
教お

し

え
て
く

れ
た
「
き
び
し
い
先せ

ん

生せ
い

」
と
は
、
創そ

う

立り
つ

者し
ゃ

・
川か

わ

村む
ら

真ま

倫り

子こ

先せ
ん

生せ
い

の
こ
と
だ
ろ
う
か
？

　

真ま

優ゆ

さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
の
４
日か

前ま
え

、
筆ひ

っ

者し
ゃ

は
川か

わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

と

東と
う

京き
ょ
うで

お
会あ

い
し
て
い
た
。
拙せ

っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い
日に

本ほ
ん

』［
Ａ
］
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来き

た
生せ

い

徒と

た
ち
が
特と

っ

攻こ
う

隊た
い

員い
ん

の
遺い

書し
ょ

を
見み

て
綴つ

づ

っ
た
感か

ん

想そ
う

文ぶ
ん

を
引い

ん

用よ
う

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
縁え

ん

か
ら
で
あ
る
。

　

川か
わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

は
昭

し
ょ
う

和わ

３（
１
９
２
８
）年ね

ん

生う

ま
れ
と
い
う
か
ら
、

９
１
歳さ

い

の
ご
高こ

う

齢れ
い

だ
。
そ
ん
な
お
年と

し

で
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
地ち

球
き
ゅ
う

を
半は

ん

周し
ゅ
うし

て
日に

本ほ
ん

ま
で
こ
ら
れ
、
日に

本ほ
ん

で
は
沖お

き

縄な
わ

も
含ふ

く

め
各か

く

地ち

を
飛と

び
回ま

わ

ら
れ
た
。
そ
の
お
元げ

ん

気き

さ
に
は
驚お

ど
ろか

さ
れ
た
。

　

先せ
ん

生せ
い

と
お
会あ

い
し
た
の
は
初は

じ

め
て
だ
っ
た
が
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
日に

本ほ
ん

川か
わ

村む
ら

真ま

倫り

子こ

先せ
ん

生せ
い

　
美う

つ
く

し
い
日に

本ほ
ん

語ご

を
ブ
ラ
ジ
ル
の
子こ

供ど
も

た
ち
に
伝つ

た

え
て
６
０
年ね

ん

２０１９年
ねん

７月
がつ

１４日
か

版
ばん

人じ
ん

の
凜り

ん

と
し
た
姿し

勢せ
い

を
感か

ん

じ
た
。
評

ひ
ょ
う

論ろ
ん

家か

・
大お

お

宅や

壮そ
う

一い
ち

が
取し

ゅ

材ざ
い

旅り
ょ

行こ
う

で
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
際さ

い

に
、「
ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

間か
ん

に
は
、
日に

本ほ
ん

の
明め

い

治じ

大た
い

正し
ょ
う

時じ

代だ
い

が
そ
の
ま
ま
残の

こ

っ
て
い

る
」
と
語か

た

っ
た
そ
う
だ
が
［
３
，　

Ｐ
１
０
］、
そ
の
言こ

と

葉ば

通ど
お

り
だ
。

　

そ
の
際さ

い

に
い
た
だ
い
た
『
人ひ

と

は
み
な
言こ

と

霊だ
ま

の
幸さ

き
わ

う
光ひ

か
り』［

４
］

と
い
う
美う

つ
く

し
い
タ
イ
ト
ル
の
御ご

著ち
ょ

書し
ょ

を
読よ

む
と
、
川か

わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

が
ど
の
よ
う
な
苦く

労ろ
う

を
重か

さ

ね
て
「
日に

本ほ
ん

語ご

の
深ふ

か

さ
と
美う

つ
く

し
さ
」

を
ブ
ラ
ジ
ル
の
子こ

供ど
も

た
ち
に
伝つ

た

え
て
き
た
の
か
が
分わ

か
る
。
そ

う
し
て
地ち

球き
ゅ
うの

裏う
ら

側が
わ

の
ブ
ラ
ジ
ル
で
継け

い

承し
ょ
うさ

れ
て
い
た
我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

達た
ち

の
「
言こ

と

霊だ
ま

の
幸さ

き
わ

う
光ひ

か
り

」
を
、
真ま

優ゆ

さ
ん
が
深ふ

か

く
美う

つ
く

し
い

日に

本ほ
ん

語ご

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
届と

ど

け
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
日に

本ほ
ん

語ご

に
は
、
よ
き
地ち

球き
ゅ
う

人じ
ん

と
し
て
生い

き
る
智ち

恵え

の
す
べ

て
が
あ
る
」
と
は
、
川か

わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

が
学が

っ

校こ
う

教き
ょ
う

育い
く

の
現げ

ん

場ば

で
、
子こ

ど
も
た
ち
と
共と

も

に
喜よ

ろ
こ

び
、
笑わ

ら

い
、
悩な

や

み
な
が
ら
到と

う

達た
つ

し
た
真し

ん

実じ
つ

だ
と
い
う
。

　

私わ
た
し
ど
も
の
学が

っ

校こ
う

で
は
、
日に

本ほ
ん

で
使つ

か

わ
れ
て
い
る
国こ

く

語ご

の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

を
使し

用よ
う

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
美う

つ
くし
く
、
正た

だ

し
い
本ほ

ん

来ら
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

の
姿す

が
たで
す
。
ペ
ー
ジ
を
繰く

る
と
、
美う

つ
くし
い

リ
ズ
ム
が
あ
り
、
音お

と

の
流な

が

れ
が
き
こ
え
、
夢ゆ

め

の
あ
る
情

じ
ょ
う

緒ち
ょ

豊ゆ
た

か

な
言こ

と

葉ば

が
並な

ら

ん
で
い
ま
す
。
ど
の
ペ
ー
ジ
に
も
、
驚お

ど
ろき
が
あ
り
、

感か
ん

動ど
う

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
日に

本ほ
ん

語ご

に
触ふ

れ
、
慣な

れ
て
い
く
う
ち
に
、
非ひ

日に
っ

系け
い

の
子こ

ど
も
た
ち
ま
で
が
、
少す

こ

し
ず
つ
内な

い

面め
ん

か
ら
変へ

ん

化か

し
て
い
く
の
で

す
。［
４
，
Ｐ
４
］

　

具ぐ

体た
い

例れ
い

を
見み

て
み
よ
う
。
１
９
５
３
年ね

ん

に
最さ

い

初し
ょ

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

「
松

し
ょ
う

柏は
く

塾じ
ゅ
く」

を
開ひ

ら

い
た
時と

き

に
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

を
使つ

か

い
始は

じ

め
た
。
戦せ

ん

後ご

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
た
め
の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

は
文ぶ

ん

法ぽ
う

を
こ
と
さ
ら
に
意い

識し
き

し
た
り
、
ぎ
こ
ち
な
い
日に

本ほ
ん

語ご

が
入は

い

っ
て
い
た
り
し
て
、
川か

わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

の
目め

指ざ

す
「
美う

つ
く

し
い
日に

本ほ
ん

語ご

」
か
ら
遠と

お

ざ
か
っ
て
い
た
と
思お

も

え
た
か
ら
だ
。
周

し
ゅ
う

囲い

か
ら
は

古ふ
る

臭く
さ

い
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
た
が
、
こ
ん
な
一い

っ

節せ
つ

が
あ
っ
た
。

　
「
あ
さ
の
ひ
か
り
、
お
は
よ
う
！　
お
は
よ
う
！　
み
ん
な

と
も
だ
ち
」

　
日に

本ほ
ん

語ご

の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

は
、
ま
る
で
一ひ

とつ
の
映え

い

像ぞ
う

を
映う

つ

し
出だ

す
よ

う
に
、
人ひ

と

と
し
て
の
大た

い

切せ
つ

な
こ
と
を
、
子こ

ど
も
た
ち
に
優や

さ

し
く

語か
た

り
か
け
て
く
れ
ま
す
。・
・
・

　
言こ

と

葉ば

を
覚お

ぼ

え
な
が
ら
、
太た

い

陽よ
う

の
輝か

が
や
き
や
木き

ぎ々

の
た
た
ず
ま

い
、
水み

ず

の
流な

が

れ
を
感か

ん

じ
、
そ
の
生せ

い

命め
い

と
交か

わ
す
挨あ

い

拶さ
つ

を
覚お

ぼ

え
、

人ひ
と

と
仲な

か

良よ

く
す
る
こ
と
を
覚お

ぼ

え
る
。
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

語ご

の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

は
、
人じ

ん

生せ
い

の
生せ

い

命め
い

そ
の
も
の
な
の
で
す
。［
４
，　
Ｐ
２
７
］

　
こ
う
い
う
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

で
学ま

な

ん
だ
生せ

い

徒と

の
一ひ

と

人り

が
、
日に

本ほ
ん

研け
ん

修し
ゅ
うの

際さ
い

に
伊い

勢せ

神じ
ん

宮ぐ
う

で
早そ

う

朝ち
ょ
う

参さ
ん

拝ぱ
い

を
行

お
こ
な

っ
た
時と

き

、
御お

社や
し
ろの

後う
し

ろ
か
ら
朝あ

さ

陽ひ

が
あ
が
っ
て
い
る
の
を
見み

て
、
突と

つ

然ぜ
ん

、「
あ
ま

て
ら
す
お
お
み
か
み
さ
ま
だ
！
」
と
声こ

え

を
あ
げ
た
。

　
こ
れ
に
も
大た

い

変へ
ん

驚お
ど
ろき
ま
し
た
。
太た

い

陽よ
う

が
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

様さ
ま

だ

と
、
誰だ

れ

か
が
教お

し

え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神し

ん

話わ

の
中な

か

で
、

子こ

ど
も
た
ち
は
そ
の
存そ

ん

在ざ
い

は
知し

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

太た
い

陽よ
う

と
結む

す

び
つ
い
た
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

で
あ
る
彼か

れ

ら
の
豊ゆ

た

か

な
感か

ん

受じ
ゅ

性せ
い

に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
日に

本ほ
ん

で
は
、
古ふ

る

く
か
ら
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

を
日ひ

の
神か

み

と
し
て
祀ま

つ
っ

て
い
ま
す
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
太た

い

陽よ
う

の
こ
と
を
、親し

た

し
み
を
込こ

め
て「
お

天て
ん

道と
う

様さ
ま

」
と
呼よ

ん
で
き
ま
し
た
。
昔む

か
しの
子こ

ど
も
は
、
何な

に

か
悪わ

る

さ
を
す
る
と
、「
お
天て

ん

道と
う

様さ
ま

が
見み

て
い
る
よ
」
と
、
叱し

か

ら
れ
た

も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
大だ

い

自し

然ぜ
ん

を
つ
か
さ
ど
る
天て

ん

へ
の
敬け

い

意い

が
込こ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
話は

な
しを
ど
こ
か
で
聞き

い
た
わ
け
で

も
な
い
の
に
、
子こ

ど
も
た
ち
は
自み

ず
から
そ
れ
を
感か

ん

じ
た
の
で
す
。

　
伊い

勢せ

神じ
ん

宮ぐ
う

を
包つ

つ

む
、
非ひ

常じ
ょ
うに
静し

ず

か
な
、
美う

つ
く
し
い
自し

然ぜ
ん

が
語か

た

り
か
け
る
言こ

と

葉ば

が
こ
ど
も
た
ち
の
心こ

こ
ろに
届と

ど

い
た
の
だ
と
思お

も

い
ま

す
。［
４
，　
Ｐ
１
２
６
］

　

ま
た
別べ

つ

の
年と

し

の
研け

ん

修し
ゅ
う

旅り
ょ

行こ
う

で
は
、早そ

う

朝ち
ょ
う

参さ
ん

拝ぱ
い

の
帰か

え

り
道み

ち

に
、

鬱う
っ

蒼そ
う

と
茂し

げ

る
杉す

ぎ

の
間あ

い
だ

か
ら
、
霧き

り

の
間あ

い
だ

を
通と

お

っ
て
光ひ

か
りの

筋す
じ

が
差さ

し

込こ

ん
で
き
た
。
ま
さ
に
天て

ん

か
ら
降お

り
て
き
た
光ひ

か
りの

筋す
じ

だ
っ
た
。

子こ

ど
も
た
ち
も
そ
の
光ひ

か
りに

驚お
ど
ろい

た
。
そ
の
晩ば

ん

の
反は

ん

省せ
い

会か
い

で
、
一ひ

と

人り

の
生せ

い

徒と

が
こ
う
言い

っ
た
。

　
「
今き

ょ

日う

、
分わ

か
っ
た
よ
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
神か

み

様さ
ま

は
大だ

い

自し

然ぜ
ん

な
ん
だ

ね
。日に

本ほ
ん

の
神か

み

様さ
ま

は
大だ

い

宇う

宙ち
ゅ
うな
ん
だ
。そ
し
て
、日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
す
っ

ぽ
り
恵め

ぐ

み
の
中な

か

に
入は

い
っ
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

の
神か

み

様さ
ま

は
す
ご
い
神か

み

様さ
ま

な
ん
だ
」［
４
，　
Ｐ
１
２
５
］

　

川か
わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

は
こ
の
発は

つ

言げ
ん

に
驚お

ど
ろい

た
。
彼か

れ

ら
は
一い

っ

神し
ん

教き
ょ
うで

あ
る

カ
ト
リ
ッ
ク
を
信し

ん

仰こ
う

し
て
い
る
が
、
も
の
言い

わ
な
い
自し

然ぜ
ん

が
自じ

分ぶ
ん

た
ち
に
語か

た

り
か
け
て
く
る
言こ

と

葉ば

を
聞き

き
取と

っ
た
の
で
あ
る
。

　

川か
わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

は
「
ど
ん
な
物も

の

に
も
、
ど
ん
な
道ど

う

具ぐ

に
も
、
神か

み

様さ
ま

が
宿や

ど

っ
て
い
る
か
ら
大た

い

切せ
つ

に
」
と
教お

し

え
て
い
た
が
、
カ
ト
リ
ッ

ク
で
神か

み

様さ
ま

は
一ひ

と

人り

と
教お

そ

わ
っ
て
き
た
彼か

れ

ら
に
は
意い

味み

が
分わ

か
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
時と

き

の
経け

い

験け
ん

か
ら
「
自し

然ぜ
ん

す
べ
て
が

神か
み

様さ
ま

な
の
だ
」
と
感か

ん

じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　

サ
ン
マ
リ
ノ
の
駐

ち
ゅ
う

日に
ち

大た
い

使し

マ
ン
リ
オ
・
カ
デ
ロ
氏し

は
日に

本ほ
ん

滞た
い

在ざ
い

４
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うの

間あ
い
だに

多お
お

く
の
神じ

ん

社じ
ゃ

を
参さ

ん

拝ぱ
い

し
、
御ご

自じ

身し
ん

は

カ
ト
リ
ッ
ク
教

き
ょ
う

徒と

だ
が
、
母ぼ

国こ
く

で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最さ

い

初し
ょ

の
神じ

ん

社じ
ゃ

を

建た

て
た
。
そ
こ
で
は
日に

本ほ
ん

流り
ゅ
うの

お
祭ま

つ

り
も
開ひ

ら

か
れ
、「
神し

ん

道と
う

が

自し

然ぜ
ん

崇す
う

拝は
い

の
営い

と
なみ

で
あ
っ
て
、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うと

両
り
ょ
う

立り
つ

す
る
も
の
だ
」
と

い
う
事こ

と

が
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
間あ

い
だで

も
受う

け
入い

れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

［
Ａ
］

　

そ
れ
と
同お

な

じ
事こ

と

を
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
高こ

う

校こ
う

生せ
い

た
ち
も
感か

ん

じ
と
っ

た
の
で
あ
る
。「
あ
さ
の
ひ
か
り
、
お
は
よ
う
！　

お
は
よ
う
！　

み
ん
な
と
も
だ
ち
」
と
か
、「
お
天て

ん

道と

様さ
ま

」
な
ど
と
い
う
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

ん
で
い
る
と
、
自し

然ぜ
ん

と
こ
う
い
う
感か

ん

性せ
い

が
育そ

だ

っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。

　

川か
わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

は
１
９
２
８
（
昭

し
ょ
う

和わ

３
）
年ね

ん

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
こ
の
日に

本ほ
ん

語ご

に
触ふ

れ
、
慣な

れ
て
い
く
う
ち
に
、

　

非ひ

日に
っ

系け
い

の
子こ

ど
も
た
ち
ま
で
が
、
少す

こ

し
ず
つ
内な

い

面め
ん

か
ら
変へ

ん

化か

し
て
い
く
の
で
す
」

（３） ２０１９年第５３０２号 	 ８月	１０日	（土曜日）

で
移い

民み
ん

二に

世せ
い

と
し
て
生う

ま
れ
た
。
父ち

ち

親お
や

は
三み

重え

県け
ん

桑く
わ

名な

市し

で

大だ
い

豆ず

や
小あ

豆ず
き

を
商あ

き
な

う
店み

せ

を
開ひ

ら

い
て
い
た
が
、
店み

せ

を
妻つ

ま

の
弟

お
と
う
とに

預あ
ず

け
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡わ

た

っ
た
。
１
９
４
１
（
昭

し
ょ
う

和わ

１
６
）
年ね

ん

３
月が

つ

、
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

卒そ
つ

業ぎ
ょ
うを

期き

に
、
川か

わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

は
母は

は

親お
や

に
連つ

れ
ら

れ
て
、
一い

っ

旦た
ん

、
故ふ

る

郷さ
と

に
戻も

ど

っ
た
。
８
２
歳さ

い

に
な
る
祖そ

母ぼ

の
世せ

話わ

を
す
る
た
め
だ
っ
た
。

　

二に

学が
っ

期き

に
入は

い

る
頃こ

ろ

、
父ち

ち

親お
や

か
ら
「
大だ

い

至し

急き
ゅ
う、

帰か
え

っ
て
こ
い
」

と
の
手て

紙が
み

が
届と

ど

い
た
。日に

ち

米べ
い

で
戦せ

ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
の
噂う

わ
さ

が
飛と

び
交か

っ
て
い
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
も
う
最さ

い

終
し
ゅ
う

便び
ん

が
神こ

う

戸べ

港こ
う

を
出で

た
後あ

と

で
、
次つ

ぎ

の
船ふ

ね

は
い
つ
出で

る
か
分わ

か
ら
な

い
と
い
う
。

　

そ
の
年と

し

の
１
２
月が

つ

に
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
り
、
１
年ね

ん

の
つ
も

り
で
日に

本ほ
ん

に
来き

た
川か

わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰か

え

る
道み

ち

が
閉と

ざ

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
ま
ま
日に

本ほ
ん

で
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

か
ら
高こ

う

校こ
う

へ
と

通か
よ

っ
た
。
戦せ

ん

争そ
う

末ま
っ

期き

に
は
四よ

っ

日か

市い
ち

の
軍ぐ

ん

需じ
ゅ

工こ
う

場じ
ょ
うで

学が
く

徒と

動ど
う

員い
ん

と
し
て
働は

た
らい

た
が
、空く

う

襲し
ゅ
うが

定て
い

期き

的て
き

に
や
っ
て
来く

る
よ
う
に
な
っ

た
。昨き

の
う日

ま
で
一い

っ

緒し
ょ

に
学ま

な

ん
で
い
た
友ゆ

う

人じ
ん

が
姿す

が
たを

見み

せ
な
く
な
っ

た
り
、
男だ

ん

子し

生せ
い

徒と

が
特と

っ

攻こ
う

隊た
い

と
し
て
志し

願が
ん

し
て
い
っ
た
。

　

あ
る
時と

き

、
看か

ん

護ご

師し

の
手て

伝つ
だ

い
を
し
て
い
る
と
、
空く

う

襲し
ゅ
う

警け
い

報ほ
う

が
鳴な

り
響ひ

び

い
た
。
い
つ
も
訓く

ん

練れ
ん

の
時と

き

に
飛と

び
込こ

ん
で
い
た
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

に
入は

い

ろ
う
と
し
た
時と

き

、
な
ぜ
か
「
入は

い

っ
て
は
い
け
な
い
」
と

い
う
胸む

な

騒さ
わ

ぎ
が
し
て
、
と
っ
さ
に
遠と

お

く
の
別べ

つ

の
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

に
飛と

び

込こ

ん
だ
。
そ
の
途と

端た
ん

、「
こ
こ
は
個こ

人じ
ん

の
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

だ
。
よ
そ
者も

の

は
出で

て
い
け
！
」
と
怒ど

鳴な

ら
れ
た
。
今い

ま

ま
で
親し

ん

切せ
つ

で
優や

さ

し
か
っ

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
顔か

お

が
、
こ
の
時と

き

ほ
ど
恐お

そ

ろ
し
く
見み

え
た
事こ

と

は
な

か
っ
た
。

　

空く
う

襲し
ゅ
うが

終お

わ
り
表お

も
てに

出で

る
と
、
い
つ
も
の
防ぼ

う

空く
う

壕ご
う

は
直

ち
ょ
く

撃げ
き

弾だ
ん

を
受う

け
て
壊か

い

滅め
つ

し
て
い
た
。
あ
た
り
に
は
ち
ぎ
れ
た
手て

足あ
し

が
散ち

ら
ば
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
逃に

げ
込こ

ん
で
い
た
ら
、
命い

の
ち

は
な
か
っ

た
。
と
ぼ
と
ぼ
と
歩あ

る

い
て
い
る
と
、
小ち

い

さ
な
女お

ん
なの

子こ

が
倒た

お

れ
て

い
た
。
死し

ん
で
い
る
の
か
、
生い

き
て
い
る
の
か
分わ

か
ら
な
か
っ

た
が
、
無む

感か
ん

動ど
う

で
助た

す

け
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。

　

戦せ
ん

争そ
う

は
人に

ん

間げ
ん

か
ら
善ぜ

ん

意い

を
奪う

ば

い
、
弱

じ
ゃ
く

肉に
く

強き
ょ
う

食し
ょ
くの

獣け
も
の

や
感か

ん

情じ
ょ
うの

な
い
ロ
ボ
ッ
ト
に
変か

え
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
に
ま
で
人に

ん

間げ
ん

の
心こ

こ
ろ

を
蹂

じ
ゅ
う

躙り
ん

す
る
戦せ

ん

争そ
う

を
、
二に

度ど

と
起お

こ
し
て
は
な
ら
な
い
、

そ
ん
な
考か

ん
が

え
を
朦も

う

朧ろ
う

と
し
た
意い

識し
き

の
中な

か

で
反は

ん

芻す
う

し
て
い
た
。

　

そ
の
時と

き

、
一ひ

と

筋す
じ

の
光ひ

か
り

が
心こ

こ
ろの

中な
か

に
差さ

し
込こ

ん
だ
よ
う
な
気き

が

し
た
。
奇き

跡せ
き

的て
き

に
救す

く

わ
れ
た
命い

の
ち

は
、
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の

悲ひ

惨さ
ん

な
現げ

ん

実じ
つ

を
繰く

り
返か

え

さ
な
い
た
め
に
、
後こ

う

世せ
い

へ
伝つ

た

え
よ
、
と

神か
み

様さ
ま

が
残の

こ

し
て
く
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
教

き
ょ
う

師し

の
道み

ち

を
志

こ
こ
ろ
ざし

た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

戦せ
ん

争そ
う

が
終お

わ
り
、
母は

は

親お
や

は
ブ
ラ
ジ
ル
の
父ち

ち

親お
や

に
手て

紙が
み

を
書か

い

た
。「
日に

本ほ
ん

は
戦せ

ん

争そ
う

に
負ま

け
ま
し
た
。
私わ

た
し

た
ち
も
、
も
う
帰か

え

っ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
」。
そ
れ
に
対た

い

す
る
父ち

ち

親お
や

の
返へ

ん

事じ

は
、
予よ

想そ
う

も
し
な
い
も
の
だ
っ
た
。「
日に

本ほ
ん

は
負ま

け
て
い
な
い
。
そ
ん
な

こ
と
を
言い

う
者も

の

は
、
帰か

え

っ
て
こ
な
く
と
も
よ
い
」。

　

父ち
ち

親お
や

は
父ち

ち

親お
や

で
ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

の
迫は

く

害が
い

を
受う

け
な
が
ら
も
、

日に

本ほ
ん

の
底そ

こ

力ぢ
か
らを

信し
ん

じ
て
耐た

え
抜ぬ

い
て
い
た
。「
確た

し

か
に
日に

本ほ
ん

は

戦せ
ん

争そ
う

に
負ま

け
た
。
で
も
、
心こ

こ
ろの

中な
か

ま
で
負ま

け
て
し
ま
っ
て
は
、

日に

本ほ
ん

民み
ん

族ぞ
く

は
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
ど
ん
な
時と

き

に
も
負ま

け
な
い
と
の
気き

概が
い

で
、
本ほ

ん

当と
う

に
平へ

い

和わ

な
世よ

の
中な

か

を
作つ

く

っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
」

　

川か
わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

は
そ
の
ま
ま
日に

本ほ
ん

に
留と

ど

ま
っ
て
、
女じ

ょ

学が
っ

校こ
う

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

、
三み

重え

師し

範は
ん

学が
っ

校こ
う

女じ
ょ

子し

部ぶ

に
進す

す

ん
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

の
仕し

送お
く

り
を
失

う
し
な

っ
た
母は

は

親お
や

は
夜よ

る

遅お
そ

く
ま
で
内な

い

職し
ょ
くを

し
た
。「
私

わ
た
し

も
、
働は

た
ら

き
に
出で

よ
う
か
」
と
言い

っ
て
も
、「
あ
な
た
は
勉べ

ん

強き
ょ
うし

な
さ
い
。
そ
れ
が
あ
な
た
の
使し

命め
い

で
す
」
と
許ゆ

る

さ
な
か
っ
た
。

　

師し

範は
ん

学が
っ

校こ
う

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

、
３
年ね

ん

間か
ん

三み

重え

県け
ん

内な
い

の
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
教お

し

え
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

２
７
（
１
９
５
２
）
年ね

ん

、
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の

国こ
っ

交こ
う

が
回か

い

復ふ
く

し
、
父ち

ち

親お
や

か
ら
「
帰か

え

っ
て
く
る
よ
う
に
」
と
の
手て

紙が
み

が
舞ま

い
込こ

ん
だ
。
渡と

航こ
う

費ひ

も
副そ

え
て
あ
っ
た
。
川か

わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

と
母は

は

親お
や

は
、
１
１
年ね

ん

ぶ
り
に
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
降お

り
立た

っ
た
。
迎む

か

え
に
来き

て
く
れ
た
父ち

ち

親お
や

と
再さ

い

会か
い

し
て
、二ふ

た

人り

は
む
せ
び
泣な

い
た
。

　

当と
う

時じ

、ブ
ラ
ジ
ル
に
は
４
０
万ま

ん

人に
ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
住す

ん
で
い
た
。

そ
の
半は

ん

数す
う

以い

上じ
ょ
うが

日に
っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
二に

世せ
い

で
、
言こ

と

葉ば

を
覚お

ぼ

え
る

大た
い

切せ
つ

な
時じ

期き

に
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

が
禁き

ん

止し

さ
れ
て
い
た
た
め
、
日に

本ほ
ん

語ご

が
話は

な

せ
な
い
人ひ

と

が
増ふ

え
て
い
た
。

　

父ち
ち

親お
や

は
そ
う
い
う
子こ

ど
も
た
ち
に
日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
る
よ
う

に
と
勧す

す

め
て
く
れ
た
。
か
つ
て
学ま

な

ん
だ
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

「
大た

い

正
し
ょ
う

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

」
の
恩お

ん

師し

を
帰き

国こ
く

報ほ
う

告こ
く

に
訪た

ず

ね
た
時と

き

、「
別べ

つ

の
場ば

所し
ょ

に
赴ふ

任に
ん

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
今い

ま

ま
で
や
っ
て
い
た
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

塾じ
ゅ
くの

生せ
い

徒と

を
預あ

ず

か
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
頼た

の

ま
れ
た
。

川か
わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

は
喜よ

ろ
こん

で
引ひ

き
受う

け
た
。

　

１
９
５
３
（
昭

し
ょ
う

和わ

２
８
）
年ね

ん

、
川か

わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

は
実じ

っ

家か

の
居い

間ま

で
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

を
始は

じ

め
た
。
そ
の
時と

き

、
ひ
と
つ
心こ

こ
ろに

決き

め
て

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

語ご

の
奥お

く

に
秘ひ

め
ら
れ
た
優や

さ

し
さ
、

和な
ご

や
か
さ
、
繊せ

ん

細さ
い

さ
、
そ
う
い
っ
た
美う

つ
く

し
い
日に

本ほ
ん

の
心こ

こ
ろを

伝つ
た

え

て
い
き
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
堅か

た

苦く
る

し
い
日に

本ほ
ん

語ご

の
文ぶ

ん

法ぽ
う

は
後あ

と

回ま
わ

し
に
し
て
で
も
、
日に

本ほ
ん

語ご

に
触ふ

れ
る
感か

ん

動ど
う

や
喜よ

ろ
こ

び
に
満み

ち
満み

ち
た
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うに

し
よ
う
と
、
決け

つ

意い

し
て
い
た
。

　

川か
わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

塾じ
ゅ
くは

、
ブ
ラ
ジ
ル
や
日に

本ほ
ん

の
多お

お

く
の

人ひ
と

々び
と

に
支さ

さ

え
ら
れ
て
、
成せ

い

長ち
ょ
うし

て
い
っ
た
。
こ
の
学が

っ

校こ
う

で
「
日に

本ほ
ん

語ご

の
深ふ

か

さ
と
美う

つ
く

し
さ
」
を
学ま

な

ん
だ
生せ

い

徒と

た
ち
の
代だ

い

表ひ
ょ
うが

、

冒ぼ
う

頭と
う

に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
宮み

や

崎ざ
き

真ま

優ゆ

さ
ん
な
の
で
あ
っ
た
。

　

川か
わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

の
「
日に

本ほ
ん

語ご

の
奥お

く

に
秘ひ

め
ら
れ
た
優や

さ

し
さ
、
和な

ご

や
か
さ
、
繊せ

ん

細さ
い

さ
」
を
通つ

う

じ
て
平へ

い

和わ

の
尊と

う
とさ

を
伝つ

た

え
る
と
い
う

志こ
こ
ろ
ざ
しは

、
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
と
っ
て
貴き

重ち
ょ
うな

示し

唆さ

を
与あ

た

え
て
い

る
。
真ま

優ゆ

さ
ん
は
ス
ピ
ー
チ
の
中な

か

で
こ
う
語か

た

っ
た
。

　
日に

本ほ
ん

語ご

を
と
お
し
て
私わ

た
し
は
思お

も

い
や
り
の
心こ

こ
ろ、
優や

さ

し
さ
を
学ま

な

ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
素そ

朴ぼ
く

で
優や

さ

し
い
心こ

こ
ろ
を
持も

っ
た
医い

者し
ゃ

に
な
り
、
た
く
さ
ん
の
人ひ

と

を
助た

す

け
た
い
で
す
。
ま
た
、
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
架か

け
橋は

し

に
な
り
た
い
と
思お

も
っ
て
い
ま
す
。［
２
］

　
「
素そ

朴ぼ
く

で
優や

さ

し
い
心こ

こ
ろ」

と
は
我わ

が
先せ

ん

祖ぞ

た
ち
が
「
清

き
よ
き
あ
か
き
こ
こ
ろ

明
心
」

１
．「
私わ

た
し

は
日に

本ほ
ん

語ご

の
深ふ

か

さ
と

         

美う
つ
く

し
さ
に
気き

付づ

き
初は

じ

め
る

         

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

美う
つ
くし

さ
を
求も

と

め
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
子こ

ど
も
た
ち
と
共と

も

に
歩あ

ゆ

ん
だ
６
０
年ね

ん

～
』
★

★
★
、
テ
ィ
ー
・
オ
ー
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、
Ｈ

２
２
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呼よ

ん
で
大た

い

切せ
つ

に
し
て
き
た
も
の
だ
。
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

以い

来ら
い

、

１
万ま

ん

数す
う

千せ
ん

年ね
ん

の
間あ

い
だ、

各か
く

地ち

か
ら
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

に
流な

が

れ
込こ

ん
で
き

た
様さ

ま

々ざ
ま

な
人ひ

と

々び
と

が
、
豊ゆ

た

か
な
自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み
に
感か

ん

謝し
ゃ

し
つ
つ
、
仲な

か

良よ

く
平へ

い

和わ

な
暮く

ら
し
を
続つ

づ

け
て
き
た
。
そ
の
過か

程て
い

で
清

き
よ
き
あ
か
き
こ
こ
ろ

明
心

も
育そ

だ

っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
清

き
よ
き
あ
か
き
こ
こ
ろ

明
心
を
世せ

界か
い

の
人ひ

と

々び
と

が
持も

て
ば
戦せ

ん

争そ
う

も
起お

こ
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

清
き
よ
き
あ
か
き
こ
こ
ろ

明
心
が
日に

本ほ
ん

語ご

の
「
優や

さ

し
さ
、
和な

ご

や
か
さ
、
繊せ

ん

細さ
い

さ
」

を
生う

み
、
そ
の
美う

つ
く

し
い
日に

本ほ
ん

語ご

が
次じ

代だ
い

の
人ひ

と

々び
と

の
清

き
よ
き
あ
か
き
こ
こ
ろ

明
心
を

育は
ぐ
くん

で
い
っ
た
。「
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

こ
そ
、
最さ

い

高こ
う

の
平へ

い

和わ

教き
ょ
う

育い
く

で
あ
る
」
と
川か

わ

村む
ら

先せ
ん

生せ
い

が
言い

う
の
は
こ
の
事こ

と

だ
ろ
う
。

　
こ
の
清

き
よ
き
あ
か
き
こ
こ
ろ

明
心
を
戦せ

ん

後ご

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
忘わ

す

れ
去さ

っ
て
い
た
が
、
地ち

球き
ゅ
うの

裏う
ら

側が
わ

の
同ど

う

胞ほ
う

た
ち
が
こ
の
文ぶ

ん

化か

伝で
ん

統と
う

を
大た

い

切せ
つ

に
護ま

も

っ
て
き

た
。
色い

ろ

鮮あ
ざ

や
か
な
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
よ
う
に
世せ

界か
い

の
様さ

ま

々ざ
ま

な

文ぶ
ん

化か

が
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

す
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、
こ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
心こ

こ
ろは

「
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ズ
・
ガ
ラ
ン
チ
ー
ド
（
日に

本ほ
ん

人じ
ん

な
ら
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

）」

と
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
、
国こ

く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
目め

指ざ

す
べ
き
姿す

が
た

だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な

い
日に

本ほ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８
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ア
マ
ゾ
ン
「
日に

本ほ
ん

論ろ
ん

」
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
位い

（
Ｈ
２
８
／
６
／

３
０
調し

ら

べ
）　

総そ
う

合ご
う

１
９
位い

（
Ｈ
２
８
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Nagasaki realiza 
cerimônia em memória às 
vítimas da bomba atômica

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Nagasaki (09/08/2019)

Nesta sexta-feira, com-
pletam-se 74 anos desde 
que uma bomba atômica 
foi lançada sobre a cidade 
de Nagasaki, na parte oeste 
do Japão. Uma cerimônia 
em memória às vítimas 
foi realizada no Parque da 
Paz da cidade a partir das 
10h40.
Cerca de 5.900 pessoas 
participaram do evento, 
incluindo sobreviventes do 
bombardeio, familiares das 
vítimas do ataque e repre-
sentantes de 66 países.
Um registro com os nomes 
das 182.601 vítimas do 
bombardeio foi colocado 
no interior do cenotáfio, in-
cluindo os nomes de 3.402 

pessoas que faleceram nes-
te último ano. Atualmente, 
a idade média dos sobrevi-
ventes, conhecidos como 
hibakusha em japonês, é 
de 82 anos. Muitos têm so-
frido os efeitos da radiação 
por décadas.
Os participantes dedicaram 
um momento de silêncio às 
11h02, exatamente a mes-
ma hora em que a bomba 
explodiu no dia 9 de agosto 
de 1945.
O prefeito de Nagasaki, 
Tomihisa Taue, leu uma 
declaração de paz. Ele 
exortou os países que pos-
suem armas nucleares a 
cumprirem suas missões 
sob o Tratado de Não Pro-

liferação de Armas Nucle-
ares.
Taue exortou também o 
governo do Japão, como o 
único país que sofreu bom-
bardeios nucleares, a assi-
nar e ratificar o Tratado de 
Proibição de Armas Nucle-
ares, adotado pelas Nações 
Unidas em 2017.
O primeiro-ministro Shin-
zo Abe não tocou na ques-
tão do tratado. Ele disse 
o seguinte: “Tentaremos 
ser uma ponte de cone-
xão entre os estados que 
possuem e os estados que 
não possuem armas nu-
cleares. E, contando com 
a cooperação de ambas as 
partes, persistentemente 

exortaremos a realização 
de diálogos e lideraremos 
os esforços da comunidade 
internacional”.
Izumi Nakamitsu, Alta 
Representante das Nações 
Unidas para Questões de 
Desarmamento, transmitiu 
uma mensagem do secretá-
rio-geral das Nações Uni-
das, António Guterres.
Guterres disse que a úni-
ca e a verdadeira garantia 
contra o uso de armas nu-
cleares é a sua total elimi-
nação, e torná-la realidade 
continua sendo a priorida-
de - das Nações Unidas e 
também sua própria - para 
o desarmamento.

Ministério da Economia, Comércio e 
Indústria do Japão autoriza venda de 
materiais de alta tecnologia à Coreia do Sul

Coreia do Sul (08/08/2019)

O Ministério da Econo-
mia, Comércio e Indústria 
do Japão autorizou a venda 
de materiais sensíveis de 
alta tecnologia à Coreia do 
Sul. Trata-se da primeira 
aprovação do gênero des-
de que o governo japonês 
restringiu os controles de 
exportação ao país.
No mês passado, Tóquio 
implementou um controle 
mais rígido sobre a expor-
tação de três materiais es-

senciais para semicondu-
tores e outros produtos de 
alta tecnologia, alegando 
preocupações com a se-
gurança. Agora, empresas 
japonesas precisam ob-
ter aprovação para cada 
contrato firmado com um 
cliente sul-coreano.
O ministério passou a acei-
tar pedidos de aprovação, 
em 4 de julho. Segundo 
funcionários da pasta, 
o processo de avaliação 

PIB do Japão cresce pelo 
terceiro trimestre consecutivo

Agência de Meteorologia do 
Japão mantém alerta de atividade 
vulcânica do Monte Asama

PIB  (09/08/2019)

Monte Asama  (08/08/2019)

O Produto Interno Bruto 
do Japão cresceu pelo ter-
ceiro trimestre consecuti-
vo. Os dados mostram que 
gasto dos consumidores e 
investimentos corporativos 
vigorosos têm compensa-
do os números fracos da 
exportação.
O Escritório do Gabinete 
divulgou os dados do PIB, 
que mostram um cresci-
mento anualizado de 1,8 
por cento entre abril e ju-
nho. Houve uma queda de 
um ponto percentual em 
relação ao trimestre ante-
rior.
O gasto dos consumido-
res corresponde a mais da 
metade do PIB japonês. O 
número reflete um aumen-

O governo do Japão está 
pedindo que as pessoas 
mantenham distância do 
Monte Asama, na região 
central do país, em decor-
rência de uma leve erupção 
que ocorreu no vulcão na 
noite de quarta-feira.
A erupção aconteceu logo 
depois das 22 horas, em 
uma montanha localizada 
entre as províncias de Na-
gano e Gunma, levando a 
Agência de Meteorologia a 
elevar o alerta de atividade 
vulcânica de 1 para 3, em 
uma escala que vai até 5.
Nenhuma nova erupção foi 
observada até o momento.
Autoridades da agência 
afirmam que a fumaça pro-
veniente da cratera chegou 
a alcançar mais de 1.800 
metros acima da monta-
nha, e que grandes rochas 
foram lançadas a uma dis-
tância de até 200 metros da 
cratera.
Segundo as autoridades, 
cinzas vulcânicas foram 
observadas em algumas 
áreas da província de Gun-

to de 0,6 por cento, graças 
aos gastos da população 
com lazer nos 10 dias de 
feriado prolongado para a 
comemoração do início da 
nova era.
Investimento por parte de 
empresas cresceu 1,5 por 
cento. As indústrias manu-
fatureira e de construção 
investiram mais na auto-
matização para lidar com 
a escassez de mão de obra.
Exportações registraram 
redução de 0,1 por cen-
to. O valor dos produtos 
despachados para China e 
Europa diminuiu, por cau-
sa dos atritos comerciais 
entre os Estados Unidos e 
a China.

ma.
A Agência de Meteorolo-
gia enviou membros ao 
local para investigar a situ-
ação, incluindo a distância 
viajada pelas cinzas vulcâ-
nicas.
A agência está mantendo o 
alerta no nível 3, com base 
na possibilidade de que 
uma nova erupção venha 
a afetar locais próximos a 
áreas residenciais.
Está ainda pedindo a pes-
soas que vivem dentro de 
um raio de 4 quilômetros 
da cratera que se mante-
nham alertas para a pos-
sibilidade de lançamento 
de grandes rochas, além 
de fluxos piroclásticos de 
gás quente, cinzas e ro-
chas. A agência também 
está alertando a pessoas 
fora da área de 4 quilôme-
tros para a possibilidade de 
ventos carregando peque-
nas quantidades de rochas 
vulcânicas e de janelas se 
quebrando em decorrência 
de vibrações causadas por 
uma nova erupção.

pode levar cerca de 90 
dias. Contudo, as primei-
ras aprovações ocorreram 
na quinta-feira, muito an-
tes do que o esperado.
As autoridades concluíram 
que não existe risco de que 
os materiais em questão 
sejam empregados para 
fins militares.
Mais itens estarão sujeitos 
a controles rígidos uma 
vez que o governo retire, 
em 28 de agosto, a Coreia 

do Sul de uma lista de pa-
íses beneficiados por pro-
cedimentos de exportação 
simplificados.
O Ministério da Econo-
mia, Comércio e Indústria 
do Japão afirma que não 
impôs uma proibição às 
exportações. Ele rejeitou 
as críticas da Coreia do Sul 
de que a medida é uma re-
taliação por causa de uma 
disputa bilateral sobre 
questões históricas.

EUA exortam Japão e Coreia do Sul a 
melhorarem relações bilaterais

EUA  (08/08/2019)

Uma autoridade de alto 
escalão do governo dos Es-
tados Unidos está exortando 
a Coreia do Sul e o Japão a 
reconstruírem uma confian-
ça mútua. Ele adverte que a 
Rússia e a China podem ten-
tar tirar vantagem de qual-
quer oportunidade oferecida 
pela deterioração das rela-
ções bilaterais.

O comentário foi feito pelo 
vice-secretário-assistente do 
Departamento de Estado dos 
EUA para a Coreia do Sul e 
o Japão, Marc Knapper, na 
quarta-feira.
No mês passado, a Rússia e a 
China realizaram um patru-
lhamento conjunto no Mar 
do Japão. Knapper disse que 
a ação era um desafio direto 

aos Estados Unidos, Japão 
e Coreia do Sul, além de ter 
como objetivo criar um con-
flito entre os países.
Ele disse que “É essencial 
garantir que as relações en-
tre os nossos três países se-
jam fortes e próximas, que 
as relações sejam produtivas 
e construtivas, e isso é parti-
cularmente necessário neste 

momento em que enfrenta-
mos um desafio em comum 
apresentado pela Coreia do 
Norte, Rússia e China.”
Knapper disse ainda que os 
Estados Unidos estão prepa-
rados para intervir e ajudar 
a resolver quaisquer proble-
mas entre Tóquio e Seul.

Onda de calor deixa 45 mortos em Tóquio 
em uma semana

Taxa de autossuficiência alimentar do Japão 
é a mais baixa em 25 anos

Onda de calor (08/08/2019)

Taxa de autossuficiência alimentar (07/08/2019)

Em meio a intensa onda 
de calor que está atingin-
do o Japão, autoridades 
de Tóquio afirmam que 45 
pessoas morreram na área 
metropolitana em uma se-
mana, até quarta-feira, dia 
7, provavelmente em con-
sequência da insolação e 
hipertermia.
Segundo a polícia e outros 
órgãos, as vítimas estavam 
entre a casa dos 40 e 90 

O Ministério da Agricul-
tura, Silvicultura e Pesca 
do Japão anunciou que a 
taxa de autossuficiência 
alimentar do país no exer-
cício de 2018 foi igual à 
taxa recorde registrada 
pelo país há 25 anos.
Segundo o ministério, a 

anos.
A NHK conseguiu obter 
informações adicionais 
sobre a vida de 26 dessas 
pessoas. Treze eram ido-
sos que viviam sozinhos, 
incluindo uma mulher na 
casa dos 70 que morava no 
distrito de Katsushika. Ela 
foi encontrada morta em 
um quarto com ar-condi-
cionado quebrado.
Muitas vezes, as vítimas ti-

taxa para o ano fiscal de 
2018, que terminou em 
março deste ano, foi de 
37% em termos de consu-
mo de calorias, um ponto 
percentual abaixo da taxa 
registrada no ano anterior 
e a mesma taxa que fora 
registrada no ano fiscal de 

nham pouco contato com a 
vizinhança, mesmo quan-
do morava com familiares.
Na quarta-feira, na cidade 
de Nishitokyo, duas mu-
lheres na casa dos 90 e 
60 anos, que seriam mãe 
e filha, foram encontradas 
mortas em um quarto com 
a temperatura chegando a 
38 graus Celsius.
A polícia e vizinhos afir-
maram que as duas tinham 

1993, quando a colheita de 
arroz foi prejudicada por 
um verão ameno.
Autoridades do ministé-
rio dizem que a produção 
de trigo e soja caiu em 
Hokkaido, no norte do 
Japão, devido às más con-
dições atmosféricas, ao 

rejeitado a ajuda do gover-
no local, e se recusavam a 
ter contato com as pessoas 
da comunidade.
No distrito de Suginami, 
um homem de 88 anos, 
que sofre de demência, 
perdeu a esposa de 83 
anos que cuidava dele. Ela 
morreu na segunda-feira 
no apartamento em que 
viviam. Segundo relatos, 
eles não estavam usando o 
condicionador de ar.

mesmo tempo em que au-
mentaram as importações 
de carne bovina e laticí-
nios.
O governo japonês tem 
como meta aumentar a 
taxa de autossuficiência 
alimentar para 45% até 
2025.
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も
設せ

っ

置ち

さ
れ
て
お
り
、
伯は

っ

国こ
く

で
５
つ
目め

。
青あ

お

緑み
ど
り

色い
ろ

は
「
最

も
っ
と

も
中

ち
ゅ
う

立り
つ

的て
き

で
人に

ん

間げ
ん

本ほ
ん

然ぜ
ん

の
姿

す
が
た

に
近ち

か

い
色い

ろ

」、
お
辞じ

儀ぎ

は
「
和わ

解か
い

と
平へ

い

和わ

を
意い

味み

す
る
」
と

さ
れ
、
同ど

う

施し

設せ
つ

の
ク
ォ
ン
・
ヨ

ン
サ
ン
院い

ん

長ち
ょ
うは
「
韓か

ん

国こ
く

文ぶ
ん

化か

の
幅は

ば

と
深ふ

か

さ
を
伯は

っ

国こ
く

民み
ん

に
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うに
な
る
も
の
と

期き

待た
い

し
て
い
る
」
と
話は

な

し
た

と
い
う
。 

だ
が
説せ

つ

明め
い

が
書か

い

　

韓か
ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

は
同ど

う

国こ
く

の
現げ

ん

代だ
い

文ぶ
ん

化か

を
発は

っ

信し
ん

す
る
広こ

う

報ほ
う

施し

設せ
つ

「
韓か

ん

国こ
く

文ぶ
ん

化か

院い
ん

」
を
４
日か

に
、
聖せ

い

市し

パ
ウ
リ
ス
タ
大お

お

通ど
お

り
（A

v. 
P
aulista, 4

6
0
 - B
ela V

ista

）
に
移い

設せ
つ

オ
ー
プ
ン
し
た
。
同ど

う

施し

設せ
つ

は
２
０
１
３
年ね

ん

に
サ
ン
タ
セ
シ
リ
ア
区く

に
開か

い

設せ
つ

し

た
が
、
伯は

っ

国こ
く

と
の
外が

い

交こ
う

樹じ
ゅ

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

、
及お

よ

び
韓か

ん

国こ
く

文ぶ
ん

化か

の
普ふ

及き
ゅ
うを
進す

す

め
る
た
め
に
移い

転て
ん

。
同お

な

じ
通と

お

り
に
は
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
開か

い

設せ
つ

し
た
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
が
並な

ら

ぶ
。
同お

な

じ
東と

う

洋よ
う

文ぶ
ん

化か

の
発は

っ

信し
ん

拠き
ょ

点て
ん

で
あ
る
同ど

う

施し

設せ
つ

の
様よ

う

子す

を
早さ

っ

速そ
く

見み

て
み
た
。

て
い
な
い
た
め
、
耳み

み

子し

が
初は

じ

め
て
見み

た
時と

き

は
何な

ん

の
像ぞ

う

な
の

か
首く

び

を
ひ
ね
っ
て
し
ま
っ
た
。

ち
な
み
に
韓か

ん

国こ
く

の
ネ
ッ
ト
上じ

ょ
う
で

は
「
裸ら

体た
い

像ぞ
う

で
罪ざ

い

人に
ん

み
た
い
」

と
不ふ

評ひ
ょ
うの
声こ

え

も
。
せ
め
て
説せ

つ

明め
い

文ぶ
ん

を
付つ

け
る
べ
き
か
？

　
　
　
　
　

◎

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
が
開か

い

設せ
つ

さ
れ
た
時と

き

に
は
、「
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

を
見み

せ
る
」
と
息い

き

巻ま

い
て
い
た

　

新あ
た
ら
し
い
韓か

ん

国こ
く

文ぶ
ん

化か

院い
ん

は
、
メ
ト
ロ
の
ブ

リ
ガ
デ
イ
ロ
駅え

き

か
ら

パ
ラ
イ
ゾ
方ほ

う

面め
ん

の
階か

い

段だ
ん

を
上あ

が
っ
て
す
ぐ

に
あ
る
好こ

う

立り
っ

地ち

。
一い

っ

見け
ん

す
る
と
普ふ

通つ
う

の
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
の
よ
う

な
建た

て

物も
の

で
、
入い

り
口ぐ

ち

に
置お

か
れ
て
い
る
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

彫ち
ょ
う

刻こ
く

家か

ユ
・
ヨ

ン
ホ
氏し

が
制せ

い

作さ
く

し
た

「
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ

マ
ン
（
挨あ

い

拶さ
つ

を
す
る

人ひ
と

）」
が
目め

印じ
る
しだ
。

　

入い

り
口ぐ

ち

右み
ぎ

側が
わ

に
は

竹た
け

細ざ
い

工く

の
置お

き

物も
の

が

置お

か
れ
、
１
階か

い

で
は

展て
ん

示じ

や
発は

っ

表ぴ
ょ
う
が
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
、
料

り
ょ
う

理り

教き
ょ
う

室し
つ

の
部へ

屋や

も
。

展て
ん

示じ

会か
い

場じ
ょ
うで
は
現げ

ん

在ざ
い

、「
非ひ

武ぶ

装そ
う

地ち

帯た
い

の
現げ

ん

実じ
つ

（R
eal 

D
M
Z

）」
と
い
う
企き

画か
く

展て
ん

示じ

を
開か

い

催さ
い

中ち
ゅ
う。
そ
の
奥お

く

に
は
、

鏡か
が
み

張ば

り
の
壁か

べ

の
前ま

え

で
Ｋ
―
Ｐ

Ｏ
Ｐ
教き

ょ
う

室し
つ

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
プ

ロ
の
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

ダ
ン
ス
教

き
ょ
う

師し

が

大お
お

勢ぜ
い

の
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
若わ

か

者も
の

を
指し

導ど
う

し
て
い
た
。

　

２
階か

い

は
図と

書し
ょ

館か
ん

に
な
っ
て

お
り
、
ポ
語ご

と
英え

い

語ご

で
書か

か

れ
た
韓か

ん

国こ
く

の
本ほ

ん

が
並な

ら

ぶ
。
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
チ
マ
チ
ョ
ゴ

リ
（
韓か

ん

国こ
く

民み
ん

族ぞ
く

衣い

装し
ょ
う）
の
人に

ん

形ぎ
ょ
うな
ど
、
文ぶ

ん

化か

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る

置お
き

物も
の

も
。
こ
こ
に
は
韓か

ん

国こ
く

の

最さ
い

新し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

文ぶ
ん

化か

も
常

じ
ょ
う

設せ
つ

展て
ん

示じ

さ
れ
て
お
り
、
在ざ

い

伯は
く

韓か
ん

国こ
く

人じ
ん

や
伯は

く

人じ
ん

が
楽た

の

し
そ
う
に
Ｋ

―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
視し

聴ち
ょ
うす
る
姿す

が
た
が

目め

に
つ
い
た
。

　
さ
ら
に
Ｖ
Ｒ
（
仮か

想そ
う

現げ
ん

実じ
つ

）

を
体た

い

験け
ん

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も

設せ
っ

置ち

さ
れ
て
い
る
。
Ｖ
Ｒ
ゴ

ー
グ
ル
を
付つ

け
て
、
ま
る
で

そ
こ
に
行い

っ
た
か
の
よ
う
に
韓か

ん

国こ
く

の
観か

ん

光こ
う

場ば

所し
ょ

を
巡め

ぐ

る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
に
は
伯は

く

人じ
ん

が

こ
ぞ
っ
て
体た

い

験け
ん

し
よ
う
と
集あ

つ

ま

っ
て
い
た
。

　

奥お
く

に
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
名な

前ま
え

を

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
書か

く
と
、

そ
れ
を
自じ

動ど
う

的て
き

に
ハ
ン
グ
ル

文も

字じ

に
変か

え
る
文も

字じ

変へ
ん

換か
ん

パ

ネ
ル
や
、
人に

ん

形ぎ
ょ
うをiP
ad

で

　

実じ
っ

弟て
い

・
三み

浦う
ら

知か
ず

良よ
し

選せ
ん

手し
ゅ

と
と
も
に
Ｊ
リ
ー
グ
発ほ

っ

足そ
く

時じ

か
ら
活か

つ

躍や
く

し
、
現げ

ん

在ざ
い

も
指し

導ど
う

者し
ゃ

と
し
て
日に

本ほ
ん

サ
ッ
カ
ー
界か

い

を
支さ

さ

え
る
三み

浦う
ら

泰や
す

年と
し

氏し

。
自じ

分ぶ
ん

が
設せ

つ

立り
つ

、
代だ

い

表ひ
ょ
うを
務つ

と

め
る

少し
ょ
う

年ね
ん

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
「
Ｆ
Ｃ
ト
ッ
カ
ー
ノ
」（
東と

う

京き
ょ
う）
の
メ
ン
バ
ー
を
連つ

れ
、

７
月が

つ

２
６
日に

ち

に
来ら

い

伯は
く

し
た
。

５
日か

ま
で
滞た

い

在ざ
い

し
、
当と

う

地ち

ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
と
の
対た

い

戦せ
ん

な
ど

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

遠え
ん

征せ
い

に
参さ

ん

加か

し
た
の

は
、
１
４
歳さ

い

以い

下か

（
中

ち
ゅ
う

学が
く

２

年ね
ん

生せ
い

）
の
メ
ン
バ
ー
２
９
人に

ん

と
、
引い

ん

率そ
つ

の
泰や

す

年と
し

氏し

、
監か

ん

督と
く

ら
３
人に

ん

。

　

取し
ゅ

材ざ
い

時じ

点て
ん

の
１
日た

ち

ま
で
に

サ
ン
ト
ス
Ｆ
Ｃ
な
ど
当と

う

地ち

の

４
チ
ー
ム
と
対た

い

戦せ
ん

。
接せ

っ

戦せ
ん

な

が
ら
０
勝し

ょ
う
１
分わ

け

３
敗は

い

だ
っ
た
。

２
８
日に

ち

に
は
元も

と

伯は
っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うゴ

ー
ル
キ
ー
パ
ー
で
、
日に

っ

伯ぱ
く

サ
ッ

カ
ー
界か

い

で
指し

導ど
う

者し
ゃ

と
し
て
も

活か
つ

躍や
く

、
泰や

す

年と
し

氏し

も
指し

導ど
う

を
受う

読よ

み
取と

る
と
映え

い

像ぞ
う

が
出で

て
く

る
最さ

い

新し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つな
ど
も
展て

ん

示じ

さ

け
恩お

ん

師し

と
語か

た

る
エ
メ
ル
ソ
ン
・

レ
オ
ン
氏し

の
下も

と

で
練れ

ん

習し
ゅ
うす
る

な
ど
、
サ
ッ
カ
ー
王お

う

国こ
く

・
伯は

っ

国こ
く

で
技ぎ

術じ
ゅ
つ、
精せ

い

神し
ん

面め
ん

の
向こ

う

上
じ
ょ
う

に
挑い

ど

ん
だ
。

　

コ
ー
チ
の
金か

な

丸ま
る

智さ
と
しさ
ん
は

「
試し

合あ
い

を
見み

る
限か

ぎ

り
、
日に

本ほ
ん

の
子こ

供ど
も

ら
の
方ほ

う

が
技ぎ

術じ
ゅ
つは
あ

る
。
た
だ
チ
ャ
ン
ス
で
決き

め
き

れ
な
い
。
伯は

っ

国こ
く

の
子こ

供ど
も

は
変へ

ん

化か

す
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
即そ

く

し
た
適て

き

切せ
つ

な
判は

ん

断だ
ん

が
下く

だ

せ
て
お
り
、
サ

ッ
カ
ー
を
理り

解か
い

し
て
い
る
」

　
「
岸き

し

本も
と

昴こ
う

一い
ち
さ
ん
の
写し

ゃ

真し
ん

は

今い
ま

も
実じ

っ

家か

に
飾か

ざ

ら
れ
て
い
ま

す
。
祖そ

母ぼ

か
ら
昴こ

う

一い
ちさ
ん
の
こ

と
は
度た

び
た
び々

聞き

か
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ご
縁え

ん

が
あ
っ
て
、
地ち

球き
ゅ
うの
反は

ん

対た
い

側が
わ

に
住す

む
親し

ん

戚せ
き

の

方か
た

々が
た

に
お
会あ

い
で
き
て
本ほ

ん

当と
う

に
う
れ
し
い
で
す
」
―
新に

い

潟が
た

県け
ん

新し

発ば

田た

市し

に
住す

む
映え

い

像ぞ
う

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
岸き

し

本も
と

智と
も

也や

さ

ん
（
３
８
）
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

新に
い

潟が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

第だ
い

３
代だ

い

会か
い

長ち
ょ
うだ

っ
た
岸き

し

本も
と

昴こ
う

一い
ち
さ
ん
の
実じ

っ

弟て
い

の
曾ひ

孫ま
ご

に
あ
た
る
。

　

長
ち
ょ
う

男な
ん

だ
っ
た
昴こ

う

一い
ち
さ
ん
が

ブ
ラ
ジ
ル
に
移い

住じ
ゅ
うし
た
た
め
、

弟お
と
う
とが
１
０
代だ

い

目め

と
し
て
実じ

っ

家か

を
継つ

ぎ
、
そ
こ
か
ら
数か

ぞ

え
て

３
代だ

い

目め

の
家か

長ち
ょ
うが
智と

も

也や

さ
ん

だ
。

　
７
日か

午ご

前ぜ
ん

、
聖せ

い

市し

の
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ウ
ス
で
岸き

し

本も
と

昴こ
う

一い
ち
さ
ん

の
末す

え

娘む
す
めの
耐た

い

子こ

さ
ん
（
７
９
、

二に

世せ
い

）
と
、
次じ

男な
ん

の
妻つ

ま

・
節せ

つ

子こ

さ
ん
（
７
８
、
二に

世せ
い

）
と

待ま

ち
合あ

わ
せ
歓か

ん

談だ
ん

し
た
。
耐た

い

子こ

さ
ん
は
３
９
年ね

ん

前ま
え

、
訪ほ

う

日に
ち

し
て
い
た
時と

き

、
智と

も

也や

さ
ん
の

両り
ょ
う

親し
ん

の
結け

っ

婚こ
ん

式し
き

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
て

い
た
。「
父ち

ち

が
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
た
新し

発ば

田た

農の
う

業ぎ
ょ
う

高こ
う
こ
う校
を
見み

に
行い

っ
た

り
し
た
。
懐な

つ

か
し
い
わ
」
と

耐た
い

子こ

さ
ん
。
そ
の
翌よ

く

年と
し

に
智と

も

也や

さ
ん
が
生う

ま
れ
、
そ
の
後ご

も
３
度ど

ほ
ど
、
新し

発ば

田た

か
ら

親し
ん

戚せ
き

が
来ら

い

伯は
く

訪ほ
う

問も
ん

し
た
と
い

う
。
た
だ
し
、
智と

も

也や

さ
ん
自じ

身し
ん

が
ブ
ラ
ジ
ル
の
親し

ん

戚せ
き

に
面め

ん

会か
い

す
る
の
は
今こ

ん

回か
い

が
初は

じ

め
て
。

　

岸き
し

本も
と

昴こ
う

一い
ち

さ
ん
の
件け

ん

は
、
本ほ

ん

紙し

で
も
連れ

ん

載さ
い

《
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

７
０
年ね

ん

記き

念ね
ん

＝
『
南な

ん

米べ
い

の
戦せ

ん

野や

に
孤こ

立り
つ

し
て
』
＝

表ひ
ょ
う

現げ
ん

の
自じ

由ゆ
う

と
戦せ

ん

中ち
ゅ
うの
ト

ラ
ウ
マ
》（h

ttp
s://b

it.
ly
/2
G
X
y
G
y
F

）
と
し
て

詳く
わ

し
く
報ほ

う

じ
た
。
あ
の
筆ひ

つ

名め
い

・
岸き

し

本も
と

丘き
ゅ
う

陽よ
う

だ
。

　

１
９
３
２
年ね

ん

に
聖せ

い

市し

ピ
ニ

ェ
イ
ロ
ス
区く

に
暁

ぎ
ょ
う

星せ
い

学が
く

園え
ん

を

設せ
つ

立り
つ

。
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

だ
け
で

な
く
、
勤き

ん

労ろ
う

部ぶ

や
裁さ

い

縫ほ
う

部ぶ

も

兼か

ね
備そ

な

え
、
勤き

ん

労ろ
う

精せ
い

神し
ん

を
養

や
し
な

う
こ
と
で
社し

ゃ

会か
い

に
貢こ

う

献け
ん

で
き

る
人じ

ん

材ざ
い

を
育い

く

成せ
い

す
る
な
ど
、

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
子し

弟て
い

教き
ょ
う

育い
く

に
大お

お

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

（
須す

郷ご
う

清き
よ

孝た
か

会か
い

長ち
ょ
う）

は
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
１
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

か
ら
、
聖せ

い

市し

リ
ベ

ル
ダ
ー
デ
区く

の
ニ
ッ
ケ
イ
パ
ラ

セ
ホ
テ
ル
（R

ua G
alvão 

B
u
en
o
, 4
2
5

）
の
１
階か

い

に
て
開か

い

催さ
い

す
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

無む

料り
ょ
う。

　

今こ
ん

回か
い

の
講こ

う

師し

は
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
倫り

ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

の
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

修お
さ
む

幹か
ん

事じ

長ち
ょ
う

で
、
テ
ー
マ

は
「
得う

る
は
捨す

つ
る
に
あ
り
」。

こ
の
テ
ー
マ
は
倫り

ん

理り

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

の
創そ

う

設せ
つ

者し
ゃ

、
丸ま

る

山や
ま

敏と
し

雄お

の
教お

し

え
で
、
私し

情じ
ょ
う

や
雑ざ

つ

念ね
ん

を
さ
っ

ぱ
り
と
捨す

て
、
偽い

つ
わ

り
の
な
い

心こ
こ
ろに
達た

っ

す
れ
ば
、
必か

な
ら

ず
危き

難な
ん

か
ら
逃の

が

れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
も
の
。

　

同ど
う

セ
ミ
ナ
ー
は
主お

も

に
経け

い

営え
い

者し
ゃ

向む

け
の
講こ

う

演え
ん

会か
い

で
、
国こ

く

内な
い

外が
い

か
ら
講こ

う

師し

を
招ま

ね

き
、
月つ

き

に

２
回か

い

行お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
須す

郷ご
う

会か
い

長ち
ょ
うは
「
会か

い

員い
ん

や
経け

い

営え
い

者し
ゃ

で

な
く
と
も
た
め
に
な
る
内な

い

容よ
う

な
の
で
、
ど
な
た
で
も
気き

軽が
る

に
お
越こ

し
く
だ
さ
い
」
と
参さ

ん

加か

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

同ど
う

セ
ミ
ナ
ー
に
関か

ん

す
る
問と

い
合あ

わ
せ
は
須す

郷ご
う

会か
い

長ち
ょ
う（
電で

ん

話わ

＝
１
９
・
９
９
６
３
５
・ 

８
１
３
５
）
ま
で
。

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

。
と
こ
ろ
が
実じ

っ

際さ
い

の
企き

画か
く

展て
ん

示じ

に
は
、「
こ
れ
が

今い
ま

の
日に

本ほ
ん

？
」
と
疑ぎ

問も
ん

に
思お

も

う
も
の
も
。
例た

と

え
ば
、
以い

前ぜ
ん

の
「
犬い

ぬ

の
た
め
の
建け

ん

築ち
く

」
展て

ん

に
は
、
コ
ロ
ニ
ア
、
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
くを
問と

わ
ず
何な

ん

人に
ん

も
か
ら
「
こ
れ
が
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

だ
と
思お

も

わ
れ
る
の
は
恥は

ず

か
し
い
」
と
い
う
声こ

え

を
聞き

い

た
。
一い

っ

方ぽ
う

、
韓か

ん

国こ
く

文ぶ
ん

化か

院い
ん

は
常じ

ょ
う

設せ
つ

展て
ん

示じ

に
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン

ツ
な
ど
の
最さ

い

新し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ
を
置お

い

て
お
り
、
よ
っ
ぽ
ど
技ぎ

術じ
ゅ
つの

高た
か

さ
が
伺う

か
が

え
る
。
Ｊ
Ｈ
の
来ら

い

館か
ん

者し
ゃ

数す
う

が
１
５
０
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
た
の
は
立り

っ

派ぱ

だ
が
、
そ
の

数す
う

字じ

に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
て

良よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
最さ

い

新し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つを
駆く

使し

し
た
、「
今い

ま

の

日に

本ほ
ん

」
を
伝つ

た

え
る
常

じ
ょ
う

設せ
つ

展て
ん

示じ

を
し
て
み
た
ら
？

講
こう

師
し

の本
ほん

庄
じょう

氏
し

Ｖ
Ｒ
展て

ん

示じ

や
韓か

ん

国こ
く

文ぶ
ん

化か

の
教き

ょ
う

室し
つ

も

最さ
い

新し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ

の
常じ

ょ
う

設せ
つ

展て
ん

示じ

が
魅み

力り
ょ
く

と
批ひ

評ひ
ょ
うを
語か

た
っ
た
。

　

泰や
す

年と
し

氏し

も
日に

っ

伯ぱ
く

の
意い

識し
き

の

違ち
が

い
に
言げ

ん

及き
ゅ
う。「
伯は

く

人じ
ん

か
ら

は
『
プ
ロ
選せ

ん

手し
ゅ

に
な
り
た
い
』

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
に
賭か

け
る

気き

持も

ち
が
に
じ
み
出で

て
い
る
。

試し

合あ
い

で
も
ボ
ー
ル
を
取と

ら
れ

た
伯は

く

人じ
ん

が
、
相あ

い

手て

の
足あ

し

を
蹴け

る
場ば

面め
ん

が
あ
っ
た
。
マ
ナ
ー

云う
ん

々ぬ
ん

で
は
な
く
、
そ
の
気き

持も

ち
の
強つ

よ

さ
を
肌は

だ

で
感か

ん

じ
て
成せ

い

長ち
ょ
うし
て
ほ
し
い
」
と
伯は

っ

国こ
く

遠え
ん

征せ
い
へ
の
期き

待た
い

を
明あ

か
し
た
。

三み

浦う
ら

泰や
す

年と
し

率ひ
き

い
る
FC
ト
ッ
カ
ー
ノ

「
サ
ッ
カ
ー
王お

う

国こ
く

」
体た

い

験け
ん

に
遠え

ん

征せ
い

当と
う

地ち

親し
ん

族ぞ
く

、
新に

い

潟が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

長ち
ょ
う

と
交こ

う

流り
ゅ
う

岸き
し

本も
と

昴こ
う

一い
ち

の
親し

ん

戚せ
き

が
日に

本ほ
ん

か
ら

　

１
４
歳さ

い

以い

下か

チ
ー
ム
の
主し

ゅ

将し
ょ
う・
星ほ

し

野の

幹か
ん

久く

郎ろ
う

さ
ん
は

「
伯は

く

人じ
ん

は
ち
ょ
っ
と
し
た
隙す

き

か

ら
チ
ャ
ン
ス
を
作つ

く

る
。
日に

本ほ
ん

で

プ
レ
ー
し
て
き
た
感か

ん

覚か
く

と
大お

お

き
く
違ち

が

う
」
と
試し

合あ
い

の
感か

ん

触
し
ょ
く

に
驚お

ど
ろい
た
様よ

う

子す

。
横よ

こ

山や
ま

夢ゆ
め

樹き

さ
ん
も
「
伯は

く

人じ
ん

は
ボ
ー
ル
を

持も

っ
た
直

ち
ょ
く

後ご

、
攻こ

う

撃げ
き

に
転て

ん

じ

る
切き

り
替か

え
が
素す

早ば
や

い
。
そ

う
い
っ
た
長

ち
ょ
う

所し
ょ

を
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うし
て
い

き
た
い
」
と
意い

気き

込ご

み
を
見み

せ
た
。

　

Ｆ
Ｃ
ト
ッ
カ
ー
ノ
で
は
１ 

３
〜
１
５
歳さ

い

の
間あ

い
だ
に
一い

ち

度ど

は

海か
い

外が
い

遠え
ん

征せ
い

を
経け

い

験け
ん

す
る
そ

う
。
７
、８
年ね

ん

前ま
え

か
ら
取と

り

組く

み
を
始は

じ

め
、
こ
れ
ま
で
伯は

っ

国こ
く

や
イ
タ
リ
ア
へ
足あ

し

を
伸の

ば
し

て
い
る
。

韓
かん

国
こく

文
ぶん

化
か

院
いん

が４日
か

オープン
（７） ２０１９年第５３０２号  ８月 １０日 （土曜日）

受
うけ

付
つけ

には開
かい

設
せつ

祝
いわ

いの花
はな

が置
お

かれている

来
らい

伯
はく

した選
せん

手
しゅ

ら
　

韓か
ん

国こ
く

文ぶ
ん

化か

院い
ん

の
正

し
ょ
う

面め
ん

に
設せ

っ

置ち

さ
れ
た
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

彫ち
ょ
う

刻こ
く

家か

ユ
・
ヨ
ン
ホ
氏し

が
制せ

い

作さ
く

し
た

「
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
マ
ン
（
挨あ

い

拶さ
つ

を
す
る
人ひ

と

）」
は
、
韓か

ん

国こ
く

紙し

に
よ
れ
ば
韓か

ん

国こ
く

、
ウ
ル
グ
ア

イ
、
パ
ナ
マ
、
エ
ク
ア
ド
ル
に

き
な
貢こ

う

献け
ん

を
し
て
き
た
。

日に
っ

系け
い

最さ
い

大だ
い

の
教

き
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ「
コ

レ
ジ
オ
・
フ
ァ
ク
ル
ダ
ー
デ
・

ブ
ラ
ジ
リ
ア
」
の
創そ

う

立り
つ

者し
ゃ

・

坂さ
か

本も
と

久く

場ば

綾あ
や

子こ

さ
ん
、
７
０

年ね
ん

代だ
い

に
「
ラ
ミ
ー
王お

う

」
と
言い

わ
れ
た
故こ

市い
ち

村む
ら

之す
す
むさ
ん
の
三さ

ん

男な
ん

の
順

じ
ゅ
ん

二じ

さ
ん
や
四よ

ん

男な
ん

・
勝ま

さ

彦ひ
こ

さ
ん
、
大だ

い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

、
政せ

い

治じ

家か

ら
多た

彩さ
い

な
人じ

ん

材ざ
い

が
巣す

立だ

っ
て
い
っ
た
。
そ
の
同ど

う

窓そ
う

会か
い

は

現げ
ん

在ざ
い

で
も
続つ

づ

け
ら
れ
て
い
る
。

岸き
し

本も
と

昴こ
う

一い
ち

さ
ん
は
雑ざ

っ

誌し

『
曠こ

う

野や

の
星ほ

し

』
を
創そ

う

刊か
ん

し
、
自

み
ず
か

ら
取し

ゅ

材ざ
い

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ
ない
１
０
５

号ご
う

ま
で
発は

っ

刊か
ん

。
１
０
冊さ

つ

前ぜ
ん

後ご

の
著ち

ょ

書し
ょ

も
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
言げ

ん

論ろ
ん

人じ
ん

と
し
て
も
活か

つ

躍や
く

し
た
人じ

ん

物ぶ
つ

だ
。

智と
も

也や

さ
ん
は
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
の

展て
ん

示じ

設せ
つ

営え
い

を
し
に
初は

つ

来ら
い

伯は
く

。

仕し

事ご
と

が
一い

ち

段だ
ん

落ら
く

し
た
と
こ
ろ

で
、
会あ

う
こ
と
に
な
っ
た
。

今こ
ん

後ご

、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

換か
ん

が
で
き
る

よ
う
に
、
３
人に

ん

は
お
互た

が

い
の

携け
い

帯た
い

電で
ん

話わ

の
番ば

ん

号ご
う

を
交こ

う

換か
ん

し

て
い
た
。

智と
も

也や

さ
ん
は
「
い
つ
か
新し

発ば

田た

で
岸き

し

本も
と

昴こ
う

一い
ち
さ
ん
の
活か

つ

動ど
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
よ
う
な
企き

画か
く

も
や
っ
て
み
た
い
」
と
の
抱ほ

う

負ふ

を
語か

た

っ
た
。
そ
の
後ご

、
新に

い

潟が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
駒こ

ま

形が
た

秀ひ
で

雄お

会か
い

長ち
ょ
うと

昼ち
ゅ
う

食し
ょ
くを
共と

も

に
し
、
故ふ

る

郷さ
と

談だ
ん

議ぎ

に
花は

な

を
咲さ

か
せ
、
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

の
入い

り
口ぐ

ち

に
飾か

ざ

ら
れ
て
い

る
歴れ

き

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
うの
顔か

お

写じ
ゃ

真し
ん

額が
く

に

あ
る
岸き

し

本も
と

昴こ
う

一い
ち
さ
ん
を
見み

に
、

東と
う

洋よ
う

街が
い
へ
向む

か
っ
た
。

倫り
ん

理り

法ほ
う

人じ
ん

会か
い

講こ
う

演え
ん

会か
い

17
日に

ち

「
得う

る
は
捨す

つ
る
に
あ
り
」

左
ひだり

から岸
きし

本
もと

節
せつ

子
こ

さん、介
かい

護
ご

人
にん

と耐
たい

子
こ

さん、智
とも

也
や

さん

れ
て
い
た
。

　

同ど
う

施し

設せ
つ

で
は
、
韓か

ん

国こ
く

文ぶ
ん

化か

を
学ま

な

べ
る
教

き
ょ
う

室し
つ

も
開か

い

設せ
つ

。
Ｋ

―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
教き

ょ
う

室し
つ

、
テ
コ
ン
ド
ー
、
韓か

ん

国こ
く

語ご

、
料

り
ょ
う

理り

な
ど
も

学ま
な

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。



「I LOVE YOU」を熱
ねっ

唱
しょう

する野
の

口
ぐち

総
そう

領
りょう

事
じ

豪
ごう

華
か

出
しゅつ

演
えん

者
しゃ

ら

催さ
い

さ
れ
た
「
第だ

い

３
４
回か

い

日に

本ほ
ん

ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

謡よ
う

祭さ
い

グ
ラ

ン
プ
リ
大た

い

会か
い

」
に
伯は

っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
う

と
し
て
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
、
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受じ

ゅ

章し
ょ
うし
た
中な

か

島じ
ま

幸ゆ
き

夫お

さ

ん
や
、
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

か
ら
葦あ

し

原は
ら

ジ
ャ
ー
ネ
さ
ん
が
駆か

け
つ
け
、

卓た
く

越え
つ

し
た
歌か

唱し
ょ
うで
ス
テ
ー
ジ

に
花は

な

を
添そ

え
た
。

藤ふ
じ

間ま

流り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

学が
っ

校こ
う

か

ら
も
、
生せ

い

徒と

が
優ゆ

う

美び

な
舞ま

い

で
会か

い

場じ
ょ
うを
盛も

り
上あ

げ
た
。
平ひ

ら

田た

ジ
ョエ
さ
ん
も
友ゆ

う

情じ
ょ
う

出し
ゅ
つ

演え
ん

で

駆か

け
つ
け
、
昨さ

く

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

曲き
ょ
く『
あ

り
が
と
う
ブ
ラ
ジ
ル
』
で
会か

い

あ
っ
た
中な

か

か
ら
約や

く

１
０
曲き

ょ
く
を

コ
ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

が
本ほ

ん

人に
ん

の
目め

の
前ま

え

で
歌う

た

っ
た
。
応お

う

募ぼ

者し
ゃ

か

ら
当と

う

選せ
ん

者し
ゃ

１
１
人に

ん

も
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

さ
れ
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

に
は
ス
テ
ー

ジ
で
記き

念ね
ん

品ひ
ん

を
授じ

ゅ

与よ

。
ま
た

選せ
ん

曲き
ょ
くの
理り

由ゆ
う

も
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
、
目め

の
前ま

え

で
繰く

り
広ひ

ろ

げ
ら
れ
る
リ

ク
エ
ス
ト
曲き

ょ
く
の
豪ご

う

華か

歌か

唱し
ょ
うに

聞き

き
入い

っ
た
。

藤ふ
じ

瀬せ

圭け
い

子こ

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

け
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

か
ら
集あ

つ

め
ら
れ

た
保ほ

存ぞ
ん

食し
ょ
く、
衛え

い

生せ
い

用よ
う

品ひ
ん

は
サ

ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

へ

届と
ど

け
ら
れ
た
。

　

２
０
１
５
年ね

ん

に
あ
っ
た
日に

っ

伯ぱ
く

外が
い

交こ
う

樹じ
ゅ

立り
つ

１
２
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を

前ま
え

祝い
わ

い
す
る
た
め
に
、
第だ

い

１

北き
た

川が
わ

さ
ん
、野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も
熱ね

っ

唱し
ょ
う

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

か
ら
野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も
登と

う

壇だ
ん

し
、
尾お

崎ざ
き

豊ゆ
た
かの
名め

い

曲き
ょ
く

『
Ｉ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
』

を
し
っ
と
り
と
歌う

た

い
上あ

げ
た
。

本ほ
ん

紙し

読ど
く

者し
ゃ

に
よ
る
リ
ク
エ

ス
ト
曲き

ょ
くの
ス
テ
ー
ジ
や
、
コ
ロ

と
本ほ

ん

紙し

合あ

わ
せ
て
３
０
０
件け

ん

以い

上じ
ょ
うの
手て

紙が
み

、
電で

ん

話わ

、
メ
ー

ル
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
。

佐さ

さ々

木き

寛か
ん

一い
ち

さ
ん
は
『
荒こ

う

城じ
ょ
うの
月つ

き

』
を
リ
ク
エ
ス
ト
。

「
ソ
ロ
カ
バ
に
両

り
ょ
う

親し
ん

と
６
人に

ん

の
兄

き
ょ
う

弟だ
い

で
移い

住じ
ゅ
うし
、
日に

っ

系け
い

場じ
ょ
うは
大だ

い

合が
っ

唱し
ょ
うの
渦う

ず

に
な
っ
た
。

現げ
ん

在ざ
い

日に

本ほ
ん

で
活か

つ

躍や
く

中ち
ゅ
うの
コ

ロ
ニ
ア
出

し
ゅ
っ

身し
ん

伯は
く

人じ
ん

男だ
ん

性せ
い

演え
ん

歌か

歌か

手し
ゅ

・
エ
ド
ア
ル
ド
も
動ど

う

画が

で
北き

た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
歌う

た

を
贈お

く

っ
た
。

事じ

前ぜ
ん

に
寄き

付ふ

を
呼よ

び
か

ニ
ア
歌か

手し
ゅ

の
デ
ュ
エ
ッ
ト
な
ど

の
新あ

た
らし
い
試こ

こ
ろみ
も
。

　

伏ふ
し

見み

エ
ル
ザ
さ
ん
、
加か

藤と
う

テ
レ
ー
ザ
さ
ん
は
姉し

妹ま
い

で

初は
つ

共き
ょ
う

演え
ん

。
美み

空そ
ら

ひ
ば
り
没ぼ

つ

後ご

３
０
年ね

ん

を
迎む

か

え
た
特と

く

別べ
つ

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
圭け

い

子こ

が
フ
ァ

ン
と
選え

ら

ぶ
ひ
ば
り
の
歌う

た

」
で

は
、『
雑ざ

っ

草そ
う

の
歌う

た

』、『
人じ

ん

生せ
い

一い
ち

路ろ

』
の
２
曲き

ょ
く

を
見み

事ご
と

な
ハ
ー

モ
ニ
ー
で
聴き

か
せ
た
。

　

水み
ず

谷た
に

ペ
ド
ロ
さ
ん
と
岡お

か

本も
と

明あ
け

美み

さ
ん
は
映え

い

画が

『
美び

女じ
ょ

と

野や

獣じ
ゅ
う』
の
挿そ

う

入に
ゅ
う

歌か

『
愛あ

い

の
扉と

び
ら』

で
登と

う

場じ
ょ
う。
水み

ず

谷た
に

さ
ん
は
野や

獣じ
ゅ
う

の
マ
ス
ク
を
か
ぶ
り
、
岡お

か

本も
と

さ
ん
は
華は

な

や
か
な
黄き

色い
ろ

の
ド

レ
ス
に
身み

を
包つ

つ

み
、
背は

い

後ご

の

ス
ク
リ
ー
ン
に
映う

つ

し
出だ

さ
れ

る
映え

い

画が

の
シ
ー
ン
に
合あ

わ
せ
、

約や
く

７
分ふ

ん

の
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

を
演え

ん

じ
た
。

　
「
平へ

い

成せ
い

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
た

ち
」
と
題だ

い

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
昨さ

く

年ね
ん

東と
う

京き
ょ
う

都と

に
て
開か

い

特
とく

集
しゅう

令れ
い

和わ

祝い
わ

い
、　　　　の
名め

い

曲き
ょ
く

次つ
ぎ

々つ
ぎ

に

　
コ
ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

総そ
う

出し
ゅ
つ

演え
ん

の
豪ご

う

華か

な
ス
テ
ー
ジ
―
―
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

謡よ
う

連れ
ん

盟め
い

（In
stitu

to N
A
K
 do 

B
ra
sil

＝
Ｉ
Ｎ
Ｂ
、
北き

た

川が
わ

ジ
ュ
ー
リ
ア
好よ

し

美み

会か
い

長ち
ょ
う）、
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
共

き
ょ
う

催さ
い

で
「
花は

な

の
歌か

謡よ
う

祭さ
い

」
を
４

日か

、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

し
た
。
厳き

び

し
い
寒さ

む

さ
と
雨あ

め

を
吹ふ

き
飛と

ば
す
よ
う
に
約や

く

千せ
ん

人に
ん

が
来ら

い

場じ
ょ
う

し
、
令れ

い

和わ

最さ
い

初し
ょ

の
歌か

謡よ
う

祭さ
い

に
観か

ん

客き
ゃ
くは
大だ

い

喝か
っ

采さ
い

を
響ひ

び

か
せ
た
。「
あ
り
が
と
う
昭

し
ょ
う

和わ

・
平へ

い

成せ
い

、
今こ

ん

日に
ち

は
希き

望ぼ
う

あ
ふ
れ
る
令れ

い

和わ

」
と
題だ

い

し
、
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

さ
ん
、
高た

か

畑は
た

正し
ょ
う

二じ

さ
ん
に
よ
る
名め

い

司し

会か
い

の
下も

と

、
コ
ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

が
豪ご

う

華か

共き
ょ
う

演え
ん

し
、
本ほ

ん

紙し

読ど
く

者し
ゃ

に
よ
る
リ
ク
エ
ス
ト
曲き

ょ
く
な
ど
を
熱ね

っ

唱し
ょ
うし
た
。
北き

た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

Ｉ
Ｎ
Ｂ
名め

い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
うが
５
年ね

ん

ぶ
り
に
マ
イ
ク
を
取と

り
、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も
バ
ラ
ー
ド
を
歌う

た

い
上あ

げ
た
。

藤ふ
じ

瀬せ

さ
ん
の
名め

い

司し

会か
い

で
曲き

ょ
く

を
紹し

ょ
う

介か
い

思お
も

い
出で

の
刻き

ざ

ま
れ
た
名め

い

曲き
ょ
く

た
ち

リクエスト曲
きょく

応
おう

募
ぼ

当
とう

選
せん

者
しゃ

ら

回か
い

「
花は

な

の
歌か

謡よ
う

祭さ
い

」
は
そ
の

前ぜ
ん

年ね
ん

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。「
歌か

手し
ゅ

の
一ひ

と

人り

一ひ
と

人り

が
花は

な

と
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色い

ろ

で
ス
テ
ー

ジ
を
彩い

ろ
どっ
て
」
と
い
う
藤ふ

じ

瀬せ

さ
ん
の
思お

も

い
が
込こ

め
ら
れ
て

い
る
。

れ
ん
ば
か
り
の
拍は

く

手し
ゅ

、
大だ

い

歓か
ん

声せ
い

、
感か

ん

動ど
う

に
包つ

つ

ま
れ
た
。

　

北き
た

川が
わ

好よ
し

美み

会か
い

長ち
ょ
うも
朗あ

き

久ひ
さ

さ

ん
が
作つ

く

っ
た
楽が

っ

曲き
ょ
くを
朗ろ

う

々ろ
う

と

歌う
た

い
、
会か

い

場じ
ょ
うの
熱ね

っ

気き

は
さ
ら

に
高た

か

ま
っ
た
。
在ざ

い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

松
まつ

本
もと

由
ゆ

美
み

さん、美
み

香
か

ちゃん親
おや

子
こ

の『おどるポンポコリン』

伏
ふし

見
み

さん、加
か

藤
とう

さんの姉
し

妹
まい

初
はつ

共
きょう

演
えん

岡
おか

本
もと

さん、水
みず

谷
たに

さんが演
えん

じた『美
び

女
じょ

と野
や

獣
じゅう

』

高
たか

畑
はた

さん、早
はや

藤
ふじ

アレシャンドレさんによる『離
はな

さない、離
はな

さない』（新
にい

浜
はま

レオン）華
はな

やかなフィナーレの『令
れい

和
わ

音
おん

頭
ど

』

北
きた

川
がわ

朗
あき

久
ひさ

作
さく

品
ひん

『運
さだ

命
め

』を歌
うた

う
北
きた

川
がわ

好
よし

美
み

会
かい

長
ちょう

無
ぶ

事
じ

に全
ぜん

曲
きょく

を歌
うた

い終
お

えたあと、妻
つま

に支
ささ

え
られながら満

まん

足
ぞく

そうに舞
ぶ

台
たい

をあとにする
北
きた

川
がわ

朗
あき

久
ひさ

さん

司
し

会
かい

を務
つと

めた藤
ふじ

瀬
せ

圭
けい

子
こ

さん

昭し
ょ
う

和わ

　
平へ

い

成せ
い

特
とく

集
しゅう

コロニア歌
か

手
しゅ

が彩
いろど

る豪
ごう

華
か

ステージ
花は

な

の
歌か

謡よ
う

祭さ
い

ら
、
結け

っ

局き
ょ
くは
５
曲き

ょ
く
を
全ぜ

ん

力り
ょ
くで

観か
ん

客き
ゃ
くの
心こ

こ
ろへ
贈お

く
っ
た
。

　

そ
ん
な
北き

た

川が
わ

さ
ん
ゆ
え
に

『
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
』
は
「
歌う

た

え
る
喜よ

ろ
こ
び
を
神か

み

に
さ
さ
げ
る

祈い
の

り
の
歌う

た

と
し
て
選え

ら

ん
だ
」
と

い
う
。

　
『
マ
ン
マ
（
母は

は

）』
は
、
自じ

分ぶ
ん

と
同お

な

じ
８
２
歳さ

い

で
亡な

く
な
っ
た

母は
は

に
向む

け
、「
僕ぼ

く

は
こ
れ
か
ら

も
懸け

ん

命め
い

に
生い

き
て
い
く
か
ら
、

そ
ば
で
見み

守ま
も
っ
て
い
て
ほ
し
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
加く

わ

え
、

「
会か

い

場じ
ょ
うに
い
る
母は

は

親お
や

の
方か

た

々が
た

に
も
長な

が

生い

き
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
願ね

が

い
が
込こ

め
ら
れ
て
い
る

歌う
た

に
込こ

め
た
熱あ

つ

い
思お

も

い

北き
た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

、魂た
ま
し
い

の
絶ぜ

っ

唱し
ょ
う

と
の
こ
と
。

体
か
ら
だ

全ぜ
ん

体た
い

か
ら
声こ

え

を
出だ

す

よ
う
に
、
力

ち
か
ら

強づ
よ

い
歌か

唱し
ょ
うを
聴き

か
せ
た
『
オ
ー
・
ソ
レ
・
ミ
オ

（
私わ

た
し
の
太た

い

陽よ
う

）』。「
昔む

か
し
は
マ
イ

ク
な
し
で
も
会か

い

場じ
ょ
う

全ぜ
ん

体た
い

に
響ひ

び

か
せ
る
く
ら

い
歌う

た

え
た
。

お
客き

ゃ
く

さ
ん

を
輝か

が
や

く
太た

い

陽よ
う

の
よ
う
に

元げ
ん

気き

に
さ
せ

た
く
て
、
活か

っ

気き

に
満み

ち

溢あ
ふ

れ
た
あ

の
頃こ

ろ

を
思お

も

い
出だ

し
て
歌う

た
っ
た
」
と
今き

ょ
う日
の
ス

テ
ー
ジ
を
振ふ

り
返か

え
っ
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
を
終お

え
た
あ
と
、

北き
た

川が
わ

さ
ん
は
「
今き

ょ
う日
は
た
く

さ
ん
の
仲な

か

間ま

や
フ
ァ
ン
が
来き

て

く
れ
て
、
ス
テ
ー
ジ
の
弟で

子し

、

孫ま
ご

弟で

子し

も
大お

お

き
な
拍は

く

手し
ゅ

を
い

た
だ
い
た
。
一い

っ

生し
ょ
うの
思お

も

い
出で

に

な
る
く
ら
い
嬉う

れ

し
い
」
と
穏お

だ

や
か
な
笑え

顔が
お

を
浮う

か
べ
、「
母は

は

が
亡な

く
な
っ
た
８
２
歳さ

い

に
私わ

た
しも

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
一ひ

と

周ま
わ

り

し
て
１
歳さ

い

に
戻も

ど
っ
た
つ
も
り
で
、

コ
ロ
ニ
ア
の
た
め
に
歌う

た

い
続つ

づ

け

た
い
」。
北き

た

川が
わ

さ
ん
は
決け

つ

意い

を

新あ
ら

た
に
し
て
い
た
。

は
最さ

い

近き
ん

体た
い

調ち
ょ
うを
よ
く
崩く

ず

し
て

い
る
の
で
、
元げ

ん

気き

に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
藤ふ

じ

瀬せ

さ
ん
の
思お

も

い
も
あ
っ
た
。
同ど

う

氏し

は
数す

う

年ね
ん

前ま
え

に
肺は

い

気き

腫し
ゅ

を
患わ

ず
らい
、
一い

ち

時じ

は
寝ね

た
き
り
で
酸さ

ん

素そ

吸き
ゅ
う

引い
ん

も
必ひ

つ

要よ
う

に
な
っ
て
い
た
そ
う
。「
最さ

い

後ご

ま
で
歌う

た

い
き
れ
な
い
か
も
し
れ

な
い
」。
同ど

う

氏し

は
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

ま
で
ス

テ
ー
ジ
で
そ
う
漏も

ら
し
な
が

　

８
２
歳さ

い

、
北き

た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

さ
ん

が
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

を
込こ

め
て
歌う

た

っ

た
―
―
花は

な

の
歌か

謡よ
う

祭さ
い

で
は
、

北き
た

川が
わ

さ
ん
自み

ず
か
ら
も
５
年ね

ん

ぶ
り

に
ス
テ
ー
ジ
に
立た

ち
、『
影か

げ

を

慕し
た

い
て
』、『
宵よ

い

待ま
ち

草ぐ
さ

』、『
ア
ヴ
ェ・

マ
リ
ア
』、『
マ
ン
マ
』、『
オ
ー
・

ソ
レ
・
ミ
オ
』
の
５
曲き

ょ
くを
歌う

た

い

き
っ
た
。

　

本ほ
ん

歌か

謡よ
う

祭さ
い

は
「
北き

た

川が
わ

さ
ん

花は
な

の
歌か

謡よ
う

祭さ
い

で
は
、
本ほ

ん

紙し

の
呼よ

び
か
け
で
楽が

っ

曲き
ょ
くの
リ
ク

エ
ス
ト
を
募ぼ

集し
ゅ
うし
、
応お

う

募ぼ

の

コ
ー
ヒ
ー
農の

う

園え
ん

で
働は

た
ら
い
た
。

亡な

き
母は

は

が
満ま

ん

月げ
つ

の
夜よ

る

に
月つ

き

を

見み

上あ

げ
、
よ
く
『
荒こ

う

城じ
ょ
うの

月つ
き

』
を
口く

ち

ず
さ
ん
で
い
た
。

こ
の
歌う

た

を
聞き

く
と
、
幼よ

う

少
し
ょ
う

期き

に
見み

た
そ
の
光こ

う

景け
い

を
今い

ま

で

も
思お

も

い
出だ

す
」
と
の
こ
と
。

目め

の
前ま

え

で
し
っ
と
り
と
歌う

た

う

高た
か

畑は
た

正し
ょ
う

二じ

さ
ん
に
合あ

わ
せ

て
、
口く

ち

ず
さ
ん
で
い
た
。

馬ば

場ば

亮り
ょ
う

二じ

さ
ん
は
４
枚ま

い

の
便び

ん

箋せ
ん

に
選せ

ん

曲き
ょ
くの
思お

も

い
を

つ
づ
っ
た
そ
う
。「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、

日に

本ほ
ん

そ
れ
ぞ
れ
で
１
２
年ね

ん

暮く

ら
し
、
伯は

っ

国こ
く

に
移う

つ

っ
て

６
２
年ね

ん

に
な
る
。
今い

ま

で
は

３
人に

ん

の
娘む

す
め
、
６
人に

ん

の
孫ま

ご

も

お
り
、
彼か

の

女じ
ょ

ら
が
未み

来ら
い

に

夢ゆ
め

を
持も

っ
て
伯は

っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

に

貢こ
う

献け
ん

す
る
こ
と
を
信し

ん

じ
て

北き
た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

さ
ん
が
２
日か

に

８
２
歳さ

い

の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

を
迎む

か

え
た

こ
と
を
祝し

ゅ
く

し
、「
北き

た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

師し

８
２
歳さ

い

を
祝い

わ

う
会か

い

」
と

題だ
い

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
。
同ど

う

氏し

は
得と

く

意い

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
な

ど
５
曲き

ょ
く

を
披ひ

露ろ
う

。
聴

ち
ょ
う

衆し
ゅ
うは
歌う

た

声ご
え

に
酔よ

い
し
れ
、
会か

い

場じ
ょ
うは
割わ

い
る
」
と
紹

し
ょ
う

介か
い

。

　

秋あ
き

吉よ
し

寿ひ
さ

子こ

さ
ん
は
『
水み

ず

色い
ろ

の
ワ
ル
ツ
』
に
つ
い
て
「
青せ

い

春し
ゅ
んの
思お

も

い
出で

が
詰つ

ま
っ
た

曲き
ょ
く。
１
３
歳さ

い

の
時と

き

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
、
高こ

う

校こ
う

生せ
い

に
な
っ
て
か
ら

曲き
ょ
くに
共

き
ょ
う

感か
ん

す
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
。

◆
当と

う

選せ
ん

者し
ゃ

と
リ
ク
エ
ス
ト

曲き
ょ
くは
次つ

ぎ

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く、

五ご

十じ
ゅ
う

音お
ん

順じ
ゅ
ん）。
赤あ

か

木ぎ

政ま
さ

敏と
し

『
湯ゆ

の
町ま

ち

エ
レ
ジ
ー
』、
秋あ

き

吉よ
し

寿ひ
さ

子こ

『
水み

ず

色い
ろ

の
ワ
ル
ツ
』、
石い

し

橋ば
し

包か
ね

次じ

『
名め

い

月げ
つ

赤あ
か

城ぎ

山や
ま

』、

小こ

池い
け

庸つ
ね

夫お

『
影か

げ

を
慕し

た

い
て
』、

佐さ

さ々

木き

寛か
ん

一い
ち『
荒こ

う

城じ
ょ
うの
月つ

き

』、

寺て
ら

田だ

幸ゆ
き

恵え

『
人ひ

と

恋こ
い

酒さ
か

場ば

』、

豊と
よ

田た

久ひ
さ

子こ

『
黒く

ろ

い
花は

な

び
ら
』、

西に
し

尾お

す
み
『
川か

わ

の
流な

が

れ
の
よ

う
に
』、
馬ば

場ば

亮り
ょ
う

二じ

『
丘お

か

を

越こ

え
て
』、
比ひ

嘉が

光み
つ

子こ

『
こ
の

世よ

の
花は

な

』、
前ま

え

田だ

文ふ
み

子こ

『
柔や

わ
ら
』

藤
ふじ

瀬
せ

圭
けい

子
こ

さんと総
そう

領
りょう

事
じ
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